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教材としての蒙求和歌
第
章
一はじめに外信人に対する古典教育は難しい。その原因の一つは、学生によって、あるいは受けてきた教育のレベルによって、古典についての知識・技能のレベルがまちまちだということである。あるものは全く知らず、あるもの 古典文法をマスターしており、また漢文まで読みこなせる、といった具合である。もっとも、このような状況は、外国人に対する場合ばかりに見られ わけ はない。多くの大学で入学試験に吉典を課さなくなっている現在、日本人の学生であっても、古典に関す 知識には、儲人 よるばらつきが、以前よりも目立って見られるようであ 。このような現状にあたって、本稿は、多様な知識レベルの学生に
対応しうる教材とし 『蒙求和歌』を取り上げ、これを考えてみことにしたい。一一吋蒙求和歌』とは
『曲家求和歌』とは、鎌倉時代の初め、元久元年(一二
O
四)に、
源光行(一一六一一一
1
一二四回)の手によって成立した和歌集である。
その内容については、部をご覧いただくのが最も分かりゃすいであろう。
蔦
古一一尚一了、ー吋，
IJ1ni
車胤莱蛍蛍〔晋代大臣也、河東人也、位至大苛空、見晋書五十二一巻〕車胤、若カリシ時コノミテ書ヲ諦スルニ、家マヅシクシテ油ナカリケレパ、蛍ヲアツメテ、絹ノフクロヲヌヒテ、ホタルヲ入レテトモシピトシテ、フミヲヨ ケリ、後一一司徒一一室リニケリ
ヒトマキヲ
アケリニケリ
ホタルヲト
アケモハテヌ
モス
夏ノ夜ノソラ
〔口語訳〕車胤衆蛍蛍車胤(普代の大臣である。河東の人。大司空の位まで上った。晋書五十三巻を参照されたい)は、若かったとき好ん 書を読んでいたが、家が貧しくて(灯火とする)泊がなかったので、蛍を集めて、絹の袋を縫って、蛍を入れて灯火とし、本を読んだ。後に苛徒(の位)に至ったという。
(ヒトマキヲ・:)一巻の書物を読み終わらないうちに夜が明けた。蛍を灯火とする夏の短夜の空は(和歌口語訳は竹島希氏の示教による)
(盟会密書館本吋曲家求和歌』、夏部、二九)
(一)
このように『曲家求和歌』とは、標題(この例で言えば「車鹿猿蛍」
の部分)と、その標題に関する説話部分(「〔晋代大臣也、河東人也、
位至大司空、見晋書五十三巻〕車鹿、若カリシ時コノミヲ諭スルニ、・:後ニ可徒一一一主リニケリ」の部分)、そして説話に対芯する和歌(「ヒトマキヲ・:」)の三つを基本的な構成の単位として、全部で二一
O
以上(伝本により異なる)が集められた和歌集である。全
体は、春・夏・秋 冬・恋 祝・鴇旅・関居・懐旧・述慎・哀傷・管弦・酒・雑の十四部に分けられ、その部立に沿って説話を配置し、それに歌を付けていると解釈される。なお、この部立は他 和歌集・漢詩集などに一致するものがなく、本作品独自のものと考えられている。また春・一夏 秋 冬 ついては 歌題が配されるのであるが、その歌題は、完全に一致するわけではないも 、『堀河百首」の題に類似するものである(小山顕子氏の示教による)。さて、この作品の主たる部分と解される説話の部分は、作者光行
が独自に収集したものでは く、中国の古典『曲家求』を典拠とするものである。一一一一口うま も く吋曲家求』は漢文で書かれたものであから、『蒙求和歌』 説話部分 、光行がそれを日本語 翻訳し、増補・省筆等の添削を施 ある。ただし、先にも述べ とおり、『蒙求和歌』では説話・和歌を春・夏・秋・久、二恋・:という部立に沿って配列しているため、 の順序は『曲家求』とは一致していない。先ほどの「車胤東蛍いの説話は、原『曲家求』では、次のように記されている。
孫康映雪・車胤東蛍孫氏世録に日く、孫康家貧しくして油無し。常に雪に映じ書を読む。少くして清介なり。交遊して雑らず。後に儲史大夫に室る。
宋略に車胤字は武子、河東人。読書を好て、家糞て油無し。蛍火を褒めて絹袋を以て之を盛り、日に継。後に棺温、荊洲に在り、辞して従事と為し、爵を進めて湘侯 臨む。(故宮博物読本の本文を、施されたヲコト点・仮名に基づき、一部構読して書き下した。ただし、声点は省略した)門口語訳〕『諜氏世録』によると、孫康は家が貧 くて(明かりに使う)油がなかった。そこでいつも雪の光に照らして書を読んだ。幼いころから心が清く、人と交遊しても節を曲げることはなかった。後に御史大夫となった。「宋略』によると車胤は字を武子といい、河東の人である。読書を好んだが、家は貧しくて(明 りに使う)油がなかった。そこで蛍火を集めて絹袋の中にいれ、(その明かりで)毎日(勉強を)続けた。後に一和一混が、荊洲にあるとき 彼を召して従事とし、次第に昇進して湘侯となった。
(ニ)
先ほどの『蒙求和歌』の「車胤莱蛍」が、この部分を典拠とすることは、一一一一口うまでもないことであろう。ここで、吋曲家求』とその日本への伝来・受容について、簡単に説
明しておこう。
『蒙求』は、唐の李織の手になる、一種の説話集である。天室五
年(七割六)の吋薦蒙求表」および李華の浮文が付されており、そこから考えると、成立はそれからさほどさか ぼらない時期であろう。題名は、その李華の浮文によれば、『易経』の「童家我に求むるいの匂に'由来す ものであり、児童向けの書の意である。内容は、先に引用した例で言えば 「孫康咲雪・車胤東蛍」
の
よ
うに、読者が暗議しやすいようにであろう、四文字の標題を二つ連ね、その標題に対して、故事の内容を紹介する注(註文とも。「孫氏世録に臼く、孫康家貧しくして油無し。・:」の部分)が付けられている。標題は、普通、四文字中の上一一文字(「孫康」や「車胤い)が人名で、下二文字(「映雪」や「東蛍」)がその行状になっている。 文
字で、誰が、何を行ったか ということ 大体つかめるようになっているの ある。
日本への伝来は、精確な年代は明らかになっていないが、記録に
見えるのは『一一一代実録』の揚成天皇の元慶二年(八七八)八月二十五日の条が最初である。
廿五百戊子。雨猶止まざるがごとし。(中略〕是の日。皇弟貞保親去、披香舎に於いて始めて蒙求を読む。従四位下行式部大輔兼美濃権守、橘朝臣広相、侍読す。(『三代実録』巻舟四(国史大系本をもとに書き下し文を作成した))
皇弟貞保親王(当時九歳)が蒙求の講義を受けたことが記されている。恐らく、これを少しさかのぼる時期に、遣唐使によってもたらされたのであろう。それより後、当初は貴族、後には僧侶や武家・庶民の教養書として、広く親しまれるようになっ ゆく。例えば『源氏物語』少女の巻には、源氏の息子タ霧が大学寮に入
る際、博士・才人 ちにそのことを賞賛す 漢詩を作らせる場面がゑりす
Q
。か、るたかき家に生まれ給ひて、世界の栄花にのみたはぶれ給
ふべき御身をもちて、窓の畿をむつび、枝の雪を馴らし給ふ心ざしの、すぐれたる由を、よろづの事によそへなずらへて、心ごころに作り集めたる
:-Q
源氏物語同少女、小学館全集本三
巻二
O
頁)
「(タ霧は)このような高い家柄の家にお生まれになって、世間
の栄花にふけってい滑りしてもよいご身分であるのに、窓の蛍と親しみ、枝の雪を手なずけられる志が、 かに優れているかというこを、さまざまの故事になずらえて、それぞれに作って集めていた:・いという意味の部分であるが、「窓の蛍」、「枝の雪」といった表現が、先の「孫康映雪・車胤環蛍」を下敷きとすること、一一言うまでもないであろう。影響は文学作品のみに留まらず、広く一般にも及んで行く。それは例えば「勧学院の雀は蒙求を嚇る というこ わざに用 られることからも窺われよう。このことわざは平安時代末期の仏教説話集「宝物集』に初出を見るのであるが、ここでは謡曲の例を挙げてお/\。
(三)
(ワキ旅僧)「いやさやうには承り候へども、勧学院の雀は蒙求を嚇るといへり。所の人にてましませば御心憎うこそ候へ。まづ喜撰法師が住みける庵はいづくの程にて候ふぞ」(謡曲『頼政』による)
旅鵠が、宇治に住まいするシテ老人(実は頼政の幽霊)に対し、
宇治の名所泊跡を教えてくれるように頼む。老人は、自分は賎しい里人だからと断るが、旅僧は重ねて教えるように追る。それが右に
引用した言葉である。「いやそのようにはおっしゃいますけれども、「勧学院の雀は蒙求を鴫る」と申します
J
名所宇治に住まいする人
であれば、特別な教育を受けて なくとも、喜撰法師の庵など、名所旧跡についてよく知ってい だろう、という意味で、このことわざを持ち出している。ことわざの意味するところは「門前の小僧習わぬ経 読む」にほぼ等しい。『頼政』は世阿弥(一三六三?1一西田三?)の作と伝えられるから、 蒙求 十五世紀前半 も、「経」のように、難しくはあるけれどもよく知られた存在 しであったのであろう。最近の影響として有名なのは、明治元年生まれの夏話金之助が自らの雅号を付けるにあたって、『蒙求」「孫楚激石」に由来する「激
石」を選んでいることである。このことは激石本人が、明治四十一年に博文館「中学世界』 宛てた書簡の中で、 小生の号は、少時豪求を読んだ時に故事を覚えて早速つけたもので・:」と述べている(同年十一月二十日発行 関誌に、読者から 質問の答え して掲載されたものらしいが、未見。引用は『激石全集第十四巻書簡集』(岩波書店)による。向車問書簡番号九九八) 周知 こととは思うが、ちなみに言えば、この故事は強情でへそ曲がりの人物の話である。
晋書に孫楚字は子荊。少き時に穏せむとし、王武子に語らく、
くちすす
当に石に枕し流れに撤ぐと一百ふを、誤て石に激ぎ流れに枕すと日ふ。武子日く、流れは枕すべき 非ず、石は激ぐべき 非
おも
ず、と。孫が臼く、流れに枕する所以は其の耳を洗 んと欲ふなり。石に激ぐ所以は其の識を礎がむと欲ふなりと。(故宮博物院本の本文を、施されたヲコト点・仮名に基づき、部補読して書き下した。ただし、声点は省略した)
さて、冒頭に引用した「蛍の光、窓のは、卒業式その他を通
じて、ある軽度以上の年齢の日本人であれば誰もが知っているものであろう。そしてその故事の原拠は、もともとはこの『蒙求』にあるの った 言わば、吋曲家求』 影響は、千年以上の時を経て、現在にまで及んでい のである。光行の『曲家求和歌』も、このような『蒙求』受容のつ、 れも最も臨接的な受容の一っ 言ってよいであろう。
授業の行い方ここまで述べてきたことから、『蒙求和歌』を教材と て授業を
行うことの意味は、自ずと了解されることと思う。こ 教材が有効である理由は、散文(説話) 韻文(和歌)の詞方を含むこと、そしてそれが漢文の受容に基づくものであるという点にある。別の面から言えば、吋曲家求和歌』を読解す ためには、最も基本的な吉典文法や古典単語の知識に加え、和歌、そして漢 読解のための知識・技能が必要となるのである。従って逆にこれを講読す ことを通じ、それらの知識と技能を養成することにもつながる はないか 思われる。
(四)
受講生の中に、これらの知識・技能の全てを学習する
必要のある者が一人もいない、とい は十分 あり得 ことある。従って、全ての要素につ の訓練を学生に課す必要はない。例えば、必要に応じて、教員が漢文部分について 語釈と通釈を示してやる、ということは当然あってよ であろ 。ただし 漢文の知識は、多くの古典作品を読む場合に、いずれにしても必要となるものである。そのことは、改めて一言うまでもないことではあるけれども、念のため断っておきたい。学生に 気のある『源氏物語』な
もとより、
どの物語作品ゃ、近世の芭蕉・近松などにおいても、ある。
それは同断で
私は留学生に対する教育を職務としているが、このよ
うな授業が必要なのは、日本人も同様ではないかと思われる。場合によっては日本人と留学生とが同じ授業を受けてもよい。後述するように各人はそれぞれの学力に応じた諜題を割り当てられ、あるいは自ら発見し それに取り組むであろうし、場合によっては、不慣れな学生をよりすすんだ学生が補助することにより、すすんだ学生が自らの知識 確認 ることもあるであろう。
ところで、
『蒙求和歌』には、教材として扱うには少々難しい面も
帯在している。以下やや煩雑にな が、その問題点について紹介し、どのような対処 適当であるか考えてみることにしたい。もっ も以下に述べる開題はあくまでごく専門的に見た場合に浮上してくるものであって、単に普通の古典教材として見 ときには、現実的な問題とはならないかもしれない。従って先を急がれる読者 この節の以下の部分は読み飛ばし、第四節から再開し いた ければと沼山・っ。
，MAve
》
J
、
ふJJJIL
その問題というのは、で一一一一口えば、『蒙求和歌』の伝本
聞の罷係、および『蒙求』そのものとの関係で、光行がどの『曲家求』を使用したのかが、現在ま 明らかになっていないということである。
さて、現在、「蒙求和歌』には三系統の本文の系統がある(以下の系統
整理についての記述は、『新編国歌大観』所収 、池田利夫氏・佐藤道生氏 よる解題に基づく)。一つは内閣文庫蔵本に代表される系統で、
2弟一類本』と呼ばれている系統である。
これには、
1、序文を欠く。2、一四巻の目録全部が冒頭にある。3、漢字平仮名交じり文である。4、章段の実数は一二三設 、他系統本に比し最も少ない
0
5、目録のみに標題があり、本文を欠く段が一八ある。6、目録になく、本文はある段がニある。7、目録末尾 標題と見誤った「咲和天宝詩」がある。8、孝範践と自践のあと「朱雲折艦」の段が片仮名交じり文であ
り、さらに後人が加えた短い注と、古今・新古今所引の和歌四首とがある。
9、巻二、三の首題を欠く。
といった特徴がある。次は国会図書館本に代表される系統で、吋第二類本』と呼ばれている系統である。この系統は、第一類本に比して、次の点が異なっている。
(五)
間関頭に真名浮・仮名序がある。
2、目録は各巻ごとのはじめに記す。3、漢字片仮名交じり文である。4、章段の実数 二五一段と多い 特に雑部では、第類本 あっ
て第二類本にない章段が二段にとどまるのに対し、逆に第二類本にあって第一類本にない章段は、二一段の大きが認められる。
5、巻末に第一類本と同じ孝範践と自践 がある。6、和歌のみを欠く章設が一
O
段あり、第一類本と共通する章段
でも詩匂にかなりの異同がある。
7、注に当たる詩章にも、第
り見られる。
最後が山岸徳平氏蔵本に代表される系統で、『第三類本』と呼ば
れている(本稿では、第一一一類本は山口図書館本を用いる)。これは一類本・二類本の混態本であり、おおむね春部と祝部は第一類本を底本とし のに対し、他の 二巻は、第二類本を底本としているという。そして、雨類の和歌の字勾に異同が著しい章段にあっては、二首を併記 、一一首自に「イ」と注記したりする。ほかにも、注本文にも混合が見られ であるが いずれもあくまで後人の手になるものである。この系統本が他 一肉類本文を補完する役割は小さくないが、蒙求和歌の成立とは直接関与しない 考えてよいものである。第一類本と第二類本との違いについては、池田・佐藤両氏による
解題において「蒙求和歌は、歳月を稿てた作者の推鼓を経て、第二類本、第一類本の剥を発生せしめたと想定さ 。しか 両類本は、それぞれに桔当に不備な状態 したがって両 本を以て直ちに一苅久元年の初稿本、建保五、六年頃の精撰 する は、なお説明の及ばない点が多 」と一宮及されてい 両系統の先後関係については、かつては、第一類 の方が吉く、第二類本が新しいと考えられてきた(川瀬一馬氏 説による)。最近 はむしろ逆に第二類本の方が古く 第一類が新しい では いかと考える と多いようである(池田和夫氏の説 よる)が 現在のところ、決定的なことはまだ言えないようである。そこで、(授業の中で)一類本と二類本 を精読しつつ比較することを通じて この問題について少しでも新たな発見があ ばと期待する である。しかしそれを考える探の問題を複雑にしているのが、『曲家求』の
類本との聞に本文上の異間がかな
側の問題である。『曲家求」の注文には、二系統のものが帯している。一つは古控と呼ばれる、李織の自 あるいはそれに近い、最も早姿のものと見なされ ものである。もう一つは宋の徐子光が正史に基づいて詳縮な注を施した『補註蒙 』(宋の淳照十六(一一八九)年序)で、日本ではこちらが圧備的に普及し、薪注本と呼ばれてる。特に近世以降は古控 殆ど用いられなくなったと一一出回ってよい。ただし光行が使用していたのは、時代から言っても(通説で 新注が日本にもた、りされたのは鎌倉時代末期と推定されている)、また内容の面から検詳しでも(徐子光 数十句にわたって標題を改訂しているが、蒙求和歌にはそ が一切反映されていないて古注であったろうことは殆ど疑われない。しかし、その古注の中でも、ど 系統の本を使用していたのか、と うことは疑陪として残 のである。幸いにして、吉注蒙求については、池田利夫氏による諸本影印の
集成がある(汲古書院『蒙求古註集成』。池田氏による解題のほか、築島裕氏による訓点解題、佐藤道生の編 なる索引を収める)。ここに所収の古註九本につ て 一覧と本稿 おけ 略称 、ここに示しておこう。・国立故宮博物院蔵上巻古紗本・:故宮本(上巻のみの零本(抑番まで))・宮内庁書陵部蔵上巻影紗本・:書綾部本(零本。故宮本の忠実な転写本)・真福寺宝生腕蔵下巻古紗本・:真福寺本(下巻のみの零本(航番
j
m
番))
・東洋文庫蔵伝教家筆標題本・:東洋文庫本(標題のみ)・応安頃刊五山版(尊経閣文庫蔵本)・:五山版・国会関書舘蔵大永五年書写本:・大永五年本
(六)
-亀田鵬粛校「旧注豪求」刊本(静嘉賞文庫蔵本)・:亀田本・細合方明校「韓本家求」刊本(池田利夫氏架蔵本): 細合本・棒述粛校「古本蒙求」刊本(内閣文庫蔵本)・:林述藤本特に古体をとどめて重要と目される国立故宮博物腕蔵上巻古紗本、および真福寺宝生読蔵下巻古鈴本について、これを居ながらにして
参照することができる患恵は計り知れない。
そこで、授業の中で『曲家求』と『蒙求和歌』とを読み進める過糧
の中で、これらの比較を行い、どの 曲家求』が『蒙求和歌』と最も近い関係にあるか、ということを検討したい。『蒙求』にせよ『曲家求和歌』にせよ、基本的に同じ内容を持ちつつもそれぞれ 大小の棺違のある多くの伝本に触れることは、学生にとって、文学作品がどのように伝わり、受け入れら ていくのか、ということを実地に知ることにつながり、大いに意味のあ 信ずるからである。
授業で用意するもの
授業では、まずはテキストとなる吋曲家求和歌』および 曲家求』を
用意する。
「蒙求』については、先に挙げた池田利夫氏『蒙求古註集成』を
用いる。影叩本であるから、学生のレベル 応じて、教員が翻字したものや書き下したものを用意してもよい。特に故宮寺本はヲコト点(第五群点)付きのものであるから 正確に読むのは最初は難し かもしれない。学生の研究分野 よっては必要な知識であることは違 ないのだが、これは発展段階の授業のためにとっておき、基本的に 佼名に起こ てやる必要があるであろう また、参考として新在本があると理解 助けとなることが期待 き が、これは早川光三郎氏による吋新釈漢文大系蒙求(上・下)』(明治四
書院、一九七三)が、入手に使であろう(前掲『蒙求古註集成』にも、補巻に「文禄五年刊徐状一苅補註蒙求」が収載されており、これを利用してもよいかと思う)。
『豪求和歌』については、活字になったものを使用する場合には、
『新編国歌大観』に、第一類本の内閣文産蔵本を底本とする「蒙求和歌平仮名本」、および 二 国会図書館蔵本を底本とする「蒙求和歌片仮名本」が、それぞれ収載されているの 、これらを利用すればよかろう。原本の複写を使用する場合、国会密書館(第二類(片仮名)本)については『附音増広古注蒙求/蒙求和歌』(中文出版社、一九七三)を利用することができる。第ニ類の他の諸本、および第一類本・第 類本、の影印 つ ては、出版された形では存在しないため、私の場合、所蔵者から紙焼きを取り寄せて使用した。
(七)
受講生には指題を課す。私が行った授業の場合、二種類の宿題を課すこととした。一つは『曲家求和歌』原本の影印 渡し、全文を欝
字して現代語訳を作成してくることである。これは、くずし字読解・古文解釈(散文・韻文ともに)の訓練 なる。もう一つは『曲家求該当部分を欝字(返り点・仮名付き) たものを渡し、書き下 文を作成してやはり 作成してくることである。こちらはもちろん、漢文解釈の訓練となるのである。
受講生のそれぞれの分野のレベル 応じて、これらの課題は難度を変更するのが適 であろう。「曲家求和歌』原文に関 て言えばより易しく、吋新編国歌大観』の活字版を用いるよう してもよいまた『曲家求』についてはより難 く、例えば渡す漢文を白文にしてもよい。
4一一口うまでもなく中国からの留学生の場合、漢文の意味を理
解することは答易である。しかしそのために却って、いわゆる漢文訓読の文体に慣れることが遅れ、結果的に漢文誹読的表現や和漢浪清文ゃに対する苦手を生むことになる可能性もある。指導の際に注意が必要な部分であろう。
私の行った授業の場合、目標とするところは二つあり、一つにはくずし字の読解能力の習得、もう一つは二つの文学作品 おける影
響関係についての検討の演 である
このうち、くずし字の読解能力については特に説明する必要もあ
るまい。そのような能力が留学生にとって本当に必要かどうかという疑問が耳に入ってくることもあるが、学部レベルの留学生であればともかく、大学院レベルともなれば、活字 なった文献し 扱えないというのでは、研究者とし 独り立ちすることなど望 べくもないであろ 。しかも 生が将来、くずし字を習得するための独習の時間が割けるとは、到底考えられない。例え 博士課程になれば博士論文を執筆せねばならないし、学位を取得 て大学教員 れば、自常の業務に忙殺され だろうか であ そのような時間の不足が研究・教育活動のために有益でないことは言うまでもないが現実にそのような状況が大半と考え れる以上、早 段階 基礎的な技能は身につけておかねばなるまい。遅くとも修士課程 間に、できれば学部生の間に、くずし字読解のための基礎的な訓練を受けておくことは、必須事項とっても過言ではない ではないかと思われる。
つの、二つの文学作品における影響関係についての検討の
演習、ということであるが、特に留学生一の場合、日本文化と他国(学生の母国の文化の場合が多い)との比較研究を行うこ がある。このときしばしば、極めて大づかみな形で文化 比較を行ってしま
、も
vつ
もちろんそのような態度も、見通しとしては必要な
面があるのだが、実際に検討を行う場合には、もっと細かい部分に注自した詑較を行わねばならないことの方が、圧倒的に多いと思われる。具体例は第五節、および第二章に挙げることにするが、吋曲家求和歌』は、まさに異文化の摂取そのものとも言える一面を持つ。そしてその摂取のあり方 知るには、ごくごく些末と思える部分の検討が必要なのである。そ 点で 文化比較の教材として高い価値を持つのではないかと思われる。うことがあ 。
ところで、
その『曲家求和歌』の内部では、伺を題材に取り上げれ
ばよいのだろうか。結論から言うと、何でもよい ということ なるのだが、「孫康映雪・車旗東蛍」や「孫楚激石」のように、他の吉典作品などに影響を与えているも れば、関連してその作品を読ませることもできるであろうし、そ こ 作品への興味を喚起することもある 思われ 。例えば国会図書館本(第二類本)で第六巻祝部にある「子公高門」は、次のような内容で、
(八)
子公ガ子ヲ子定園トイフ。アザナハ受情トイフ。家ノ門ノヤ
ブレタルヲ、親子モロトモニツクロヒケリ。子公ガイハク、コノ門ヲ高大シテ 細馬高叢イルホドニタツベシ、我、獄ノツカサトシテコトヲオコナフニ、陰徳オ キガユヱニ、ワガ子孫カナラズ家オコスベ 、トイヘリ。サテオホキニタカクタテテケリ。ソノノチ定国ニイタリテ大臣ニナル。ソノ子、永ハ御史大夫ニナリニケリ。
『曲家求』古註(故宮本)では次のような本文を持つのであるが、
子公高門漢書に、予定層が字は畏捕、東海人なり。父は子公。
もんりょヤプまさ
其の門間壊れ、父老方に共に之を治さむとす。公
B
く、少し其
の門を高大にし、駆馬高蓋を容れしむべし。我獄を治ること陰
おこ
籍多し。子孫又興る者有らむと。定国に至りて丞相と為る。子、永、御史大夫と為る。
この話が、清少納言枕草子において、次のように現れる。
(ある家に清少納言が訪れたところ、その門が狭かったために牛車が入ることができず、その家の主人に文句を一苦う場部)「いで、いとわろくこそおはしけれ。などてか その門せばく造りては住みたまひけるぞ」と一一一一口へば、笑ひて「家のほど、身のほどに合はせて侍 なり」といらふ。「されど、門の畑山りを高く造りける人も聞ゆるは」と一一一日へば、 あなおそろ 」とおどろきて、「それ 子公が事にこそ侍なれ。古き進士 はべらずは、うけたまはり知るべくも侍らざりけり。たまたまこの道にまかり入りに ば、かうだにわきまへ れはべり」ど一一一一口ふ。(本文は小学館日本古典文学全集(底本は能因本)『枕草子』第六段「大進生畠が家に」(七一一良)による)
例の、清少納言が自らの漢文の知識を誇らしげに披露するエピソ
i
ドの一つであるが、それも、この部分が『曲家求』に基づくことを知つてはじめて、十全に読解できたと言いうるであろう。
このように、古典作品への直接的な影響を持つ標題であるか否か
を、題材選定の際の一つの基準として、提案しておきたい。
もちろん、例えば和歌に関する知識を身につけさせたい、といっ
た目的がある場合には、頻繁に思い当りれる歌題なり、有名な和歌を本歌とする和歌なり、を基準に題材を選定すべきであろう。
では、受講生側か、りしてみれ 、与えられた宿題に基づいて、ど
のような準備をすればよいのであろうか。そしてそれはどのような能力を養成することにつなが のだろうか。ここからは、実際の授業で使用した具体例をもって紹介して行くことにしたい。
実例これまで何震も言及してきた、いわゆる「蛍の光、窓の
今度は「窓の一(孫康映雪)を に取り上げる。課題は次のように提示される。五
の
、
九
大学院の月曜一隈の掻業の課題(…一
OO
某年某月茶日まで)
1
別紙資料の翻字をし、全文を現代自本語に訳しなさい。
2
全文の書き下し文を作成しなさい(返り点・送りがなは省
略された部分があります)。その際、漢字にはすべて読み方を記しなさい。孫氏世録ニ日夕、孫康家貧テ無レ泊。常ニ映ジレ雪ニ読レ書ヲ
O
少クシテ
清介ナリ
0交遊テ不レ航。後ニ至一一御史大夫一也。
ーの「別紙資料いとは、次に掲げる'山口県立図書館本(第一一一類本)の影印である。一一一類ある伝本系統の中で敢えて混態本である第 一一類
本を選ぶのは、混態本ではあるものの、それは校詐によって整備された結果であるためと患われ、却って読みやすい本文を提供し いるからである。山口県立図審館本『繋求和歌』
〈蔀康映雷・車胤緊蛍〉
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これは、
下関じ)。《山口国書館本翻字本文》
(孫氏世録)孫蔑映雪孫康家貧しくして油なかりければ映レ雪害を読けり。わか
Lりし時少人に交りあそぶ事もなく
文にのみぞ心をそめける。後に御史大夫にいたりにけり
よもすがら
次のように鶴字される
(濁点・句読点は私に施した。以
すだれをのみぞ
か一\けける
やどイ
ふみ、るにはの
のともしひ
場合によっては、次に掲げる国会密書館本(第二類本)@内鴎文
庫本(第一類本)を比較対象として用いてもよい。これらを比較することによって、読み進める際の手がかりを見いだすこともできるであろう。また後に述べるように、諸本間の関係についての考察までを授業に含めるとき は、このような比較は必須の要素となるであろう。盟会図警憩本吋欝求和歌』
〈孫康映雷・車蹴諜蛍〉
(卜)
内閣文庫本『繋求和歌』
〈孫療映雪・車胤猿蛍〉
ミ
iも翻字結果はそれぞれ次の通り。
《間会密書館本翻字本文》
エイセツ
孫康映雪雪々々家マヅシクシテ抽ナカリケレパ映雪ヲ書ヲ読ニケリ。(*シ
ワヵ、リシ時
テは合字)少小人ニマジハリアソブ事モナク、文 ノミ心ヲソメケル。後二御史大夫 イタリニケリ。
ヨモスガラスダレヲノミゾ
ヵ、ゲツル
フミシルニハノ
ユキノトモシピ
《内閣文産本翻字本文》
孫康映雪
孫農家貧て油なかりければ映シテ雷ヲ書を読けり。少き人に交り遊事也文のみに心を染ける。後に翻史大夫にいた にけり
よもすがらすだれをのみぞ
(*シテはム息子)
かかげつる
ふみみる宿の
の
ともし火
比較研究までを視野に入れる場合のために、校異を挙げておく。宿 七、
和歌
文 人 少き 文庫本内閣の み 七、 のみ t:f みる つ の
る 異
間
第
一類
フ カ 文 マ フ，1ノ、カヮ 会書本国図ノ、 、 、 ジ 人ノ ン ゲ ノ ノ、 時、Jjレ 、y 、
Jlノ ア
ソ
ブ
事 第モ
ナ 類ク
l ザ』 やど 五、 力、 文 Jフり句K 少人 わ 山は み 台、 か 口
の 、〉 t:f の あ 、 書本図る t: み そ りる ぞ ..s~ し
事も 時
な 第く
類
この校異表から、例えば、混態本である山口図書館本が、第二類
本(国会悶書館本)に主に基づき、内閣文庫本を対校本として使用している、というようなことが明らかになるのではないかと思われる。それは、本文説話部分の校異の箇所が全て、国会図書館 、山口図書舘本の間で一致し、内閣文庫本はそれと異なっているからである。ただ和歌に関しては、山口国書館本西匂めの「ふみ、る」は内罷文庫本に一致し、国会図書館本の「フミシル」 は異なっている。ただこれは、後述するように、国会問的 舘 の「フミシル」は意味が通じにくい上に の伝統から外れており、これを誤字と見
やどイ
ての措置であろう。続く「には 」が「にはいを本 とし、「やど」を異文として挙げていることからも、盟 関 の系列(第二類本) 重視していることは看取しうるのではないかと思われる(もっとも、話によっては南本の関係が逆転するよう 部分もあり、全体
的な解明には未だっていない)
の
統
(十一)
それでは、ここで『曲家求古註集成』所載の古註『曲家求』諸本と比
較してみよう。宿題で課された漢文は次 ように書き下され 。
孫氏世録ニ臼ク、孫康家貧(しくし)テ油無シ。常ニ雪ニ映ジ書ヲ読(む)。少クシテ清八八ナリ。交遊(し)テ雑(ら)ず〔不可後ニ御史大夫(に)至る〔也〕。
古註と『曲家求和歌』との比較のために、影印と翻字本文を提訴し、さらに書き下し文を加える。なお、参考とし 新注の『蒙求』(明治書院『新釈漢文大系蒙求(上・下こを利用する)も、鶴字本文のみを挙げておくことにしたい。どの豪求と最も近い関保 るか、ということを調べる。私の授業で宿題として課しているのは、返り点・送りがなを施し
たものの書き下しまでであるが、言うまでもなく、これも当時の資料その を利用できる能力があれば、それに越したことはないはずである。従って、受講生には将来的に、以下に掲げるようなものも読めるようにな もらいたいと考えている。ただ現在の状態は、受講生の多くが、白文はおろか返り点・送り なを付した でさえも読解に困難がある状態であるため、まずはそ を読む練習から始めるまでのこと とにかく、この手の訓練は段階を踏んで進めていかねばならないのであるから、その段階に応じた教材を提供すべきなのである。そして、くどく繰り返すが、『蒙求』『曲家求和歌』は、読解 ために必然的に その段階を踏まねばならない資料なのである。故宮本《故宮本書き下し》孫氏世録に臼(はく)、孫康家貧(しくし)て油元(し)。常に雪に映ジ番を読(む)。少(くして)清介。交(り)遊(び)て雑(ら)ず〔不可後御史大夫に歪(る)(也〕。
盤国陵部本《書陵部本書き下し》孫氏世録に日(はく)、孫農家貧(しくし)て油元(し)。常に雪に映ジ書を読(む)。少(くして)清介。交(り)遊(び)て雑(ら)ず〔不〕。後御史大夫に至(る)〔也〕。官民福寺本・・・該当部分なし五山版《五出版書き下し》孫氏世録、康家貧ニシテ油無シ。常(に)
(に)映(じて)書(を)読(む)。少小シテ清介ナリ。交遊雑(ら)ず〔不〕。後に御史大夫 に 至(る)〔也〕。
《亀田本書き下し》孫氏世録(に)、孫康家貧(にして)治無(し)。常(に)雪(に)映(じて)書(を)読(む)。少小(より)清介。交遊雑 なら)ず〔不〕。後御史大夫(に)至(る)。
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《大永五年本書き下し》孫氏世録ニ、孫康家貧ニシテ油去シ。常ニ
明也大也朗也
当ニ映ジテ書ヲ読ム。少ヨリ清介。交遊雑ハラず〔不可后ニ御史大夫ニ至(る)。
《細合本書き下し》孫氏世録ニ、農家糞(しく)シテ油無(し)。常ニ雪ニ映(じて)書ヲ読(む)。少小ヨリ清介。交遊雑ナラず〔不〕。後御史大夫ニ至(る)。
亀田本
林述藤本
《林述粛本書き下し》張氏世録(に)、農家貧(にして)油無(し)。常(に)雪(に)映(じて)書(を)読(む)。少小(より)清介。交遊雑 なら)ず〔不〕。後御史大夫(に)(る)。《新釈漢文大系本(新注)書き下し》孫子世録 日く、康、家貧にして油無し。常に一寄に映して書を読む。少小より清介にして、交遊雑ならず。後に御史大夫に至る。(上巻四六
O
頁)
いささか煩雑になったきらいはあるが、『蒙求和歌』と古註豆家
求』各怯本との関係は、これによってずいぶん検討の材料を得ることができるであろう。吋曲家求和歌』では第一類j第三類全てを通じて、本文が「孫子世録孫康・:」から始ま い 従って、「孫子世録康・:」で始まる、五山版 細合本・林述粛本の系統の『豪求』との関係は薄いと考えねばならない。また、「曲家求和歌』「少小人ニマジハリアソブ事モナク」(国会図書館本)「わか
kりし特少人
に交りあそぶ事もなく (山口図書館本)は、「少清介」とある故宮本・書捜部本@大永五年本などの系統の「蒙求』との関係は薄いであろう。もっとも『曲家求』内調文庫本では、当該部分は「少き人交り遊事也」という本文になっている。これでは意味が ったく変わってしま ので、これを「少き人に交り遊事なし」の誤写 考えれば、逆に故宮 議開設部 ・大永五年本と近い関係にあることなる。結局この部分だけでは、『曲家求」『曲家求和歌』全体については、何とも決定的なことは一一一一口い くい。しかしと か も、こ ようにして影響関係の検討を細かい字句の異同によって行える、という とを示すことが、学生にと は重要である 考える。経験の浅い学
生は得てして、だからである。
ちなみに、最後に掲げた明治書院『新釈漢文大系蒙求(上@下)』の書き下し文を一瞥すれば明らかなように、この題に関しては、新
注においても古注と略同じ注が付いている。従って、『曲家求和歌』が新 の影響を受けてい かどうかということは、この部分からだけでは分からな 。
影響関係というものを大づかみに決めてかかりがち
さて、「曲家求和歌』は、和歌の解釈・鑑賞の訓練にも使えるとこ
ろが、教材として便利なところである。当該歌について、例として簡単に解説を施しておこう。当該歌の題は「宿泊」である。「雪」を題材とする歌は、平安時代までは辺諸の白を中心にとらえて、害を花など 相互に見立て、(中時)景物としての雪をいったん自己の内部にとらえ麗し その
判噺を加えて表出し、また逆に主体自身に収束させる った、雪に触れる主体の心との関係の中にゆつつくしさが表現され 」(久保田淳・馬場あき子繍「歌ことば歌枕大辞典』角川書店、一九九九)ものが中心を占めていた。それに対して『蒙求和歌』の作られた鎌倉時代 初めは、「雪それ自体を一つ 英として客観的 描き出す」詠み方が徐々に拡大していく時期であった。 題 するこ が多くなり、それに伴つで雪の歌自体も増加する。当該歌も、そのような系列の典型を外れないものと考えてよい ろう
( 十四)
《国会図書館本和歌部分》
ヨモスガラスダレヲノミゾ
ヵ、ゲツル
フミシルニハノ
ユキノトモシピ
《内閣文藤本和歌部分》
よもすがらすだれをのみぞ
雪のともし火
《山口図書館本和歌部分》
よもすがらすだれをのみぞ
やどイ
ふみ
L
るにはの
かかげつる
ふみみる宿の
か旨げける
のともしひ
さて、諸本の本文を並べてみると、ことが分かる。三匂めは、山口図書館本のみ「か\けける」という、他本と異なる本文であるが、混態本であることによるもの、すなわち山口図書
館本なりの校訂の結果であって、国会図書館本・内閣文庫本の形態「かかげつる」を、より古い形と解釈すべきものと思われる(なぜこのような形に改訂したの は、分からない。校訂者の手元にあった本が、たまたま国会図書館本・内閣文庫本とは異なった 文を持ってい のかもしれ い)。
一方四句めであるが、内閣文庫本の「ふみみる」という形は、同
時代、あるいはやや前の時代の和歌において広く認め れる
句めと四句めに異同がある
みな人にふみみせけりなみなせ河その渡こそまづはあさけれ(『後撰集』巻十七、雑一一一、人のもとにふみつかはしけるをとこ、人に見せけりとききでっかはしける、一一二八)おぼつかなきそぢのはしは年ふれどか てぞ我はふみみざりける(吋永久百首』、恋十昔、不見書恋、顕伸、四五七)ふみみてぞわがおもひをも思ひしるしのぶひごろのゆめのかよひぢ(『秋篠月清集」上 秋部、産主無動寺に侍りけ
るにつかはしける返事、
座主、
二四四)
これに対して、「ふみしる(文知るごという表現は、前の時代に
も、後の持代にも、殆ど見ることができない。意味の面から一宮つでも、ここは雪の光に照らして「文」を「見て」勉強したという場面であり 「ふみみる(文見るとの方が適当なのではないかと思われる。「ふみ知る」では、説話の内容から少々遠ざかると一苔わねばならないだろう。また四句めでは「には」と「桔」も 両本で異なってい 部分で
ある。これについては、庭に降る雷、街に降る雪、いずれも和歌の類型として一般的なものであ 。しかしその上の部分に注目すると、「ふみみる」という表現は、多くの場合 「 」と 踏みみ(踏んで るととの掛詞とし 用いられるものである。右に挙げた郎防においても、『後撰集』(水無瀬別を踏む)・『永久百首』(木曽路の橋を踏む)・『秋篠月清 夢の通い路を踏む)いずれも、掛詞であることが明諒 あ 。そう考えると、当該歌 おいても、「踏みみる」のは、「宿 はなく「庭」である方が 和歌の伝統に沿った表現ということになるであろう。もっとも、説話の内容から考えれば、「宿」の方を適当と認めるべきと 思われ、確実な とは一首えないようであ 。ただし、今後内調文庫本(第一類本)と国会園書館本(第二類本)と 比較を継続して行 こ によって 例えば片方の系統が和歌の伝統に沿った表現をしてい 、 か、もう一方の系統が説話に密着した表現をと ている、といったよ 傾向が明らかになって来ることが期待され 。さて、和歌の意味としては難解な部分は殆どないのであるが、一一一
旬めの「かかげつる」という表現には少し注意 払っておきたい
(十五)
君にかかぐるともし火のあふが
Q伊勢大輔集』とうしきぷきよ水にまゐりあひて、
御まへのれうに御あかしたてまつるをききて、しきみのはにかきておこせたりし、八v」
v」ヲつ、
40'
し
おなじ光に
うれしさ
、、J
和歌における「かかという語は、管見の掘削り、平安中期の
吋伊勢大輔集』に初出を見るが、法く使われ始めるのは続政期に入ってからである。もっとも、その使用は殆どが、「ともし火」をかかげる、という決まった型に当てはまるものである。
夜を残す老の寝ざめにおきゐつつ秋のともしび尽しつ(「久安否首』、秋ニ十首、散位清輔、九四六)おもひやれとょにあまれるともし火のかかげかねたる心ぼそさを(『千載集』巻十七、雑歌中 学問料申・し侍りけるをたまはらず侍りける時、人のとぷらひて侍りける返事に よみてつかはしける大江匡範 一
O
八四)
ともしびのかかげぢからもなくなりて待つわが身かな
Q出家集』下、雑、
玉、
AHV1
4UAHN
ドし
とまるひかりを
五一七)
無情十首、
これに対して当該歌は、「ともし火」が詠み込まれている点では
それまでの詠まれ方に重なるものの、「かかぐ」を、その「ともし火」に対してではなく、「すだれいに対して用いている点に、を凝らしているものと考えられる。
試みに、それぞれの本文について口語訳を示しておこう。
趣
向
《国会図書館本》
晩中(雪明かりをとるため)すだれだけをかかげていた。(その時読んでいた)書物を知る、庭の雪のともし火よ
《内閣文産本》
一晩中すだれだけをかかげていた。書物を読む痛の、し火よ
《山口図書館本》
一晩中すだれだけをかかげた。審物を読む庭のとある)、雪のともし火よ
のとも
(ある本には宿
六まとめにかえて
ここまで述べてきたことで、本資料を教材とすることの意義は、
実例に基づいて、あらかた明らかになったことと思う。今一度それを繰り返せば、知識・技能のレベルが一様でない受講生に対し、あくまで一つの作品を題材としつつも、その中で比較的自由に課題を設定することができる、 いうことである。設定しうる課題を同具体的にいえば、古文 場合には、くずし字の解読、その翻字された本文の読解、和歌の解釈、諸本の比較 などであり 漢文の場合には、白文の翻訳、ヲコト点の解読、仮名・返り点付き文の書き下し、書き下し などである。そして和漢を通じた総合的な諜題として、吋蒙求』から芸家求和歌』への影響関係の解明を、設定することができるのではないかと思われる。もちろん この最後の諜題は、かなり専門的なものであり、場合によっては一個の研究論文につながって行く場合さえある。そのような高度なも を授業で取り上げることには、あるいは賛否が るかもし ない。しかし自分が取り組んでいる どのようにして研究につながって行くのかということを理解する助けとさせるため も、単なる知識 伝達で
(十六)
はなく、
その先までも見据えた授業は、意欲ある学生の望むところ
でもあろうし、いずれ必ず必要となると信ずるものである。本稿は、そのような将来ある学生の要求に応えられる授業をするための、私的 準備ノ!トと位置づけられる。
第二章
前
録
はじめに
授業の紹介は略以上で尽きるのであるが、実例を以て紹介したものが一つの説話だけである で、なかなか全体像をつかみにくいということがあるかもしれない。次に挙げるのは、芸家求和歌』『曲家求』を取り扱う授業で行う作業の、一応のリストである。研究としてはあくまで基礎的なものであるが、大学説生を対象とする授業については、このあたりを目標に
して行きたいと思っている。ただ このリストは ここに挙げられた作業さえ行えばそれでよい、という性格のものでないことは、くれぐれも法意しておきたい。これら 作業 明らかにならない点は、当然、さらに調査する必要があるのである。 の紹介後、そのリストに基づいて作業し、読解に生 した実例を、四話にわたって紹介する。ただ この読解もあくまでもっとも基本的な作業から導かれる注釈の域を出な も あり そ まま授業に使用できるものでも、まして何らか 研究成果となるこ を期待できるもの もない。ただ 『蒙求和歌』諸本間 比較 、吋曲家求』諸本との援雑な影響関係とをどのように読み解いて行くか そしてその過程で何が見えてくるこ が期待さ るのか、と うこと 、併を以て示すまでのことである。
具
体
なおここに示した読解における基本的な方針は、竹島一希氏・森田貴之員らを中心に開催されている、『曲家求和歌』を輪読する研究
会における、関心と方法とに基づくものである。というよりも、この授業そのものが、この研究会を契機として考えられたものなのである。研究会では 将来注釈書を刊行することを計酉して、鋭意研究を進めているが、本稿がその蓄積によるところは極めて大きい。竹島・森田両氏をはじめ、研究会 各位には、その蓄積を使用することを快くご了解 ただいた。この場を措りてお礼申し上げる次第である。O
『蒙求和歌」読解のための作業リスト
門翻字本文〕第一類本(内調文産本)・第二類本(国会図書館本)・第三類本(山口図書館本)の三本について、翻字本文を作成す 先行研究においては、第一類本が一次稿本、第二類本がニ次改修本とする説と、その逆の説との両方が存荘す が、いずれが妥当であるか 検証する。なお、第三類本は第類本・第二類本の両方を参照す 混態本であ 。
(十七)
〔校異〕内閣文躍本・国会図書館本・山口図書館本における異関を確認する。ただし、ォ・ヲの加など、仮名遣いや送り仮名に関することは
省時してよい。円程叩釈〕
辞書がなければ意味を取りにくいと思われる語句に対し、
説明を
加える。門曲家求諸本〕侶注・新注の『蒙求』諸本(『曲家求吉註集成』所載のものに加え、
参考として古活字版吋曲家求抄』(宮内庁書陵部蔵本)に自を通している)との比較を行う。どの『曲家求』と最も近い関係があるか、ということを調べる。これまで 調査の限り、現存伝本の中では、国立故宮博物院議本に最も近いの はないか、と考えられる。しかし、一部にはそれに一致せず、真福寺本や五出版、大永五年書写本などに近いものもある。新注は、時代的にまだ伝わっていなかったのではないか(一伝わっていたとして 、ごく狭い範聞に限られていたのではないか)と考えら め、仮に『蒙求和歌』と新注 で類似する面が多かった しても、吋史記』・『漢書』など吋曲家求』原典を参照していた ど、別の要因を考える必要がある。ただしこれは新住を見ていた可能性を全く者定でき も ではな 。なお、比較にあたっては、書き下し文 作成した方が「曲家求和歌』と 関係が分かりゃすい場合もある 、返り点・送り なまで とどめた方が逆に分かりゃすい場合もある。場合によって適当と思われるものを選択した。門曲家求の出典〕蒙求自体が、何らかの中国の原典に基づくものであるため、その原典を調べる。多くは「史記』・『漢畳一日』などの歴史書であるが、『世説新語』・『古列女伝』などの場合もある。原典を調べる は、光行が、『曲家求』だけでなく、原典までさかのぼって見ていた可能
性があるためである。実際に、現存「蒙求』の伝本に記載されていない記事が、『蒙求和歌」に入り込んでおり、かっその記事が『史記」・
3漢書』など『曲家求」の参照している原典にある、という例は
甚だ多い。内和歌の異同〕和歌は、内障文意本
i
盟会図書館本間で特に異同が多い。これま
での額向では、国会図書館本の和歌が説話本文に密着し 内閣文庫本は和歌として表現が洗練されたものが、それぞれ多い。円類歌〕
『蒙求和歌』に載る和歌に似た歌が、問時代あるいは先行する時
代に詠まれたことがないか、調べる。和歌は伝統を重んじる文学であり、多くの場合、著名な歌人の作や、勅撰集ゃに、類似の歌が存在する。ただし、国会図書舘本の和歌 説話に密着したものであることが多い めに 伝統的な 表現からは遠ざかる場合 。
(十八)
門歌意〕それぞれの本における和歌について、和歌それ自身としての解釈
と、説話との関係から読み取れる寓意とを、示しておく。門考察〕一つの説話を通して、何か考えたことがあれば、いておく。諸
本調の関係や、訓読に関すること、和歌に関するこ など、ど ようなものでも構わない。
漆窓憂葵葵(夏部)
円本文〕(漢字は通行の字体に改め、私に濁点・句読点を施した。
欠字を口、特読不能文字を璽で示し、推定本文を傍記した。以下同)
《内調文庫本》
漆室憂葵
をとこ欧
魯の の女は、時をすぐるまで口口口にもみえざりけり。タの空の心細きに柱によりか
hりうそぶきたてりけるを、瞬の婦
憶と思て何事にうそぶき悲ぞ。人の恋しきかと問に、夫レ魯の君の老衰て太子の幼き事を愁なりと窓口へけり。隣婦が云く、其は大夫 愁なり。汝が事 及ばずと云 女一五ク、があらず。昔世の収らざりし時、晋客我が家に宿りて馬を其内につなぎしに、潟はなれてあふひを踏からしき。五口年終まであふひにとも 五
レ歎
が兄ミ欝女をお みちにして水におぼれて死き。吾し身を終までに兄ミなし。皆是世の静ならざる故也。吾聞ク、河浸一一九重一、瀬湖二一吉歩。いま、魯 君老衰へ給て、太子又幼く御座 。国乱て君臣父子その恥を蒙 むに、婦人独 がるべき非ずと答けh川ノ。
(第一類本
V
ありしにも
あらぬ挟に
しのぷ
あふひ革
むかしをかけて
のぢかな
《盟会図書館本》
クヰ
漆室憂葵葵魯ノ ノムスメハ、トキヲスグルマデヲトコニモミエザリケリ。ユウベノソラノ心ボソキニ、柱ニヨリヵ、リテ、ウソブキ
(第二類本第一穂)
ヲンナ
タテリケルヲ、瞬ノ婦アヤシト思ヒテ、ナニ事ニウソブキカナ
ロへ酔
m
シムゾ、人ノ恋シキカ、ト関フニ、我ガ魯ノ君ノヲイヲト口口テ、太子ノイトケナキコトヲウレウルナリトコタへケリ。隣
i
婦ガ云ク、ソレハ大夫ノウレへナリ、汝ガコトニヲヨパズ、ト一五フ。女云ク、シカハアラズ、昔世ノヲサマラザリシ時、晋ノ客、我家ニ宿リテ、馬ヲソ 、ゥチニツナギシ 馬ハナレテ葵ヲフミカラシ;キ。我 トシヲフル;マデアフヒ トモシ。我ガコノヵ、、\隣ノ女ノニグルヲオ ミチニシテ水 ヲボレ
コレ
テシニ、キ。我身ヲヲフルマデニコノカミナシ、皆是世ノシヅ
ウルヲスウルヲフコト、
カナラザル故也。我レ罰汚浸九皇ヲニ、漸セズ湖付存一一一百歩。今魯ノ君老ヒ トロへ給テ、太子マダ クヲハス、国乱テ君臣父子ソノ辱ヂヲ ブラムニ、婦人ヒ リノガルベキニアラズ、トコタヘケリ。
(十九)
イカ シテ
アフヒグサ
ヲ
ソノカミ山ヲ
ノドケキミヨニ
モヒシルニモ
* l 
「シ」は行間に記す。
* 2 
ヲフルに声点(上声点。アクセントか。「終ふる」と「を経る」の別を示すものと思われる)
《山口図書錯本》(第三類本)
古列女伝漆蜜憂葵魯の漆室の女は、時をすぐるまでおとこにもみえざりけり。タの空の心細きに、柱によりか
Lりうそぶきたてりけるを、隣
i
婦あやしと思て、何事にうそぶきかなしむぞ。人の恋しきかと問に、我魯の君の老衰て太子のいとけなき事を愁るなりと 然口
へけり。隣ー婦が云、それは大夫の愁なり。汝がことにをよばずといへ 女の一五、しかはあらず。昔世のおさまらざりし時、||我晋の客わが家にやどりて 馬を苑の中につなぎしに、馬はなれて葵をふみからしき。我年をふるまで葵にともし。我兄隣
i女
を
Lふ。道にして水におぼれて死き。我身ををくるまで兄なし。
務流布本
みなこれよのしづかならざるゆへなり。我きく、河浸ニ九ー里一ヲ、漸ー如一二
gees百ー歩。今魯の君老衰給て、太子はまたいとけなくお
はします。国乱 君ー距父
i子その一一辱をかうむ;らむに、婦人ひ
とりのがるべきにあらずと答けり。いかにしてのどけきみよに
あふひ革
そのかみ山を
お
も
ひしるにもありしにも
あらぬおもとに
あふひ草
忍(ぷ)
昔をかけて
け
(かな)
* 3 
「む」は行間に記す。
門校異〕略した)
(オ@ヲの別など、仮名遣いや送り仮名に関することは省
女隣 と 其内 衰 夫 空 閣文庫本内も レ 自を
第
委主
隣 ト ソ ヲ 我ガ! ヲノ モ ノ ト ト
女 ン 、 /戸、 コ
ノ ウ ロ
チ -^
グ 、、、ノ
Jv 
第ヲ
3漬
女隣 と 苑 主主 我 お 山も の と ロ
し 内 」“ー 書本図を
第
類
のがるべきに
五口し身を終
我身ヲヲフル
我身ををくる
のがるべき
ノガルベキ
門曲家求諸本〕マ国立故宮博物院蔵上巻古紗本(判読困難部を審陵部本で捕った)
漆室憂葵魯漆室ノ〔之〕女は(者〕、仁時(を)退未(だ)人に適ず〔未〕。柱に情(り)て(而〕瞬ク。隣婦ノ臼(はく)、何(ぞ)嫡コトノ〔之)悲シキヤ;〔乎〕。子嫁(と)欲(ふ)か〔耶〕。女
アラス
ノ日(はく)非〔也〕。余、魯ノ君ノ老て太子幼 き を憂フ。隣婦 目、大丈夫の 之〕憂 に)及(ぷ)〔也〕。女自(はく)、
ヤト
然(ら)ず〔不〕。昔客我家(に)舎(り)一、馬を盟中に繋馬侠余か葵(を)践(む 。聞(く) 河九里を潤 し 、瀬と榔を;三百歩。今魯闇患有(り)、君臣父子其辱( )被ラム。婦人、市(して)独(り)安(んぞ 避 る 所 あらむや)。
* 4 
虫損により判読困難。訓点の通りに読むと文意不通。
* 5 
マ応安頃刊五山版
列女伝魯漆室之女、過レ時未レ適レ人 侍レ柱而繍。隣婦目、何輔之悲。子欲レ嫁耶。 日、吾山一思為レ不レ嫁、市悲一愛一一魯君老而太子幼一也。隣婦日、此丈ー夫之憂。婦人何与意。女日、不レ然昔晋客舎一一五口家一、高践一一苔葵一。使 一我終 歳不一レ食レ葵。隣女奔亡。吾兄追レ之、逢レ水溺死、使一 我終レ身無一 兄。吾関河潤九里、漸湖三百
i歩。夫魯固有レ患、君ー臣父
i子皆被レ辱、婦
i人独安所レ逃乎。
マ国会図書館蔵大永五年番写本
列女伝魯漆憲之女、過レ時未レ適レ人。侍レ柱雨時帰。瞬婦目、何時淵之悲。子欲レ嫁耶。女日、吾輩為レ不レ嫁、市悲一愛一一魯君老龍太子幼一也。燐婦日、此大夫之憂。婦人何与レ鴬。女日、不レ然。昔普客舎一一五口家一、馬践一一五口葵一。使一一我終歳不一レ食レ葵。隣女奔亡。情一一五口丸一迫レ之、逢レ水溺死、使一一我終 身元一レ兄。五口開河潤九里、漸瀕鶴 一子百
i歩一。夫魯国有レ患、君!臣父
i子皆
被一一其辱一、婦人独安所レ逃乎。
マ亀田鵬薦校「陪注蒙求」刊本(大永五年寄写本にほぼ問、省略)マ細合方明校「韓本蒙求」刊本(大永五年寄写本にほぼ問、省略)マ林述薦校「古本豪求」刊本(大永五年審写本にほぼ問、省略)マ(筆注)徐注本豪求(新釈漢文大系、下巻、五七
O
真)
二六四漆室憂葵古列女伝、魯漆 邑之女、過レ時未レ適レ人。当二穆公時 、君老太子幼。女錆レ控騰。隣婦日、侭繍之悲。子欲レ嫁耶。女日、吾輩為レ不レ嫁市悲哉。吾 一一魯君老市太子幼一也 隣婦笑日、此魯大夫之憂。婦人何与。女目、不レ然。昔普客舎 一吾家一、繋馬盟中一。高侠馳走践一一五口葵一、使一 我終歳不一レ食 葵。隣女奔 一ー槌人亡一。其家情二五ロ兄一行追レ之 逢レ諜水出溺死、令一一吾終身無一レ兄。一昔関珂溜九里、漸榔三百歩。夫魯国有レ患、君臣父皆被一 其辱一、禍及一一衆庶一。婦人独安所レ逃乎。居三年魯巣内乱、費楚攻レ之、連有レ冠 男子戦闘、 転輪不 得レ患。
マ撃求抄、巻回、五十七丁オ
j
五十八了オ(句読点・濁点は私に施
した)
漆室l漆|ハ処ノ名ゾ。ヨメ入セウ時分ノ過ルマデヨメ入ヲセヌゾ。過時ト一広ハ毛詩ノ時毛鄭ノカハリガアツテツント六借事ゾ。六借コトヂヤホドニヨメ入ノ時ガ過タトマヅ心得テヲカセラレイ 毛詩ノ スマウゾ。侍柱iトハ柱ニヨ ヵ、ッ カナシムナリガアルゾ。隣ノ女ガ問フコトハドコへゾヨメ入ガシタウ候カ繍イテカナシマシムハト云ゾ。女日吾iイヤサテハナイ君ハ年ヨリテ太子ハ幼少ニヲリヤアルホドニ是ヲ悲ト云ゾ。隣婦隣女ヵ、ラ/\笑ヲシテ其ハ魯ノ大夫 嘆デコソアレヲノレノワビウ事デハナ ト云ゾ。女日|イヤ/\昔晋ノ雷カラ客人ガ有タガ馬ガハナレ 葵ヲ食タゾ。其年ハツイニアヲイガナウテ食ナンダゾ。又隣ノ女ガ有ウガ人一一ツカ レウトテ居タガニゲタヲヲ ガ兄ヲヤトウテヲワシタゾ。 森 三日以上ヲ諜ト云ガ志伝ノ法ゾ。久クフルヲ云ゾ。水ガ出テ死ダゾ。ツユカナンゾデアツタガ其カラ一期ノ詞ニ兄ト云者ヲモタヌ デゾ。汚ー川アル処ノウルヲイガ九里及ゾ。漸瀕 ミゾホリ ソノウルヲイガ三百歩マデ及フデ侯ゾ。水 ルヲイダニカウヂヤ 雷ノ憂ガ我身ニ及ブ イ事 有テコソト云ゾ。敵ニハヅ シメラレテ辱ヲウケイデハカナウマイホドニ私一人モレハシ候マイゾ。去ホドニ是 憂ト一広 。連年ノ心ゾ。案ノ如ク乱レタ チデマレ休ムヒマ ナカツタゾ。転輪ハアソ へ行コ、へ仔シアル体ゾ。牢人スルナリゾ。題号ニ桑ヲトリ葵ヲフマレタゾ。
門蒙求の出典〕
『古列女伝』巻三「魯漆窓女」
漆室女者、魯漆室邑之女也。過レ時未レ適レ人。当二穆公時一、君老大子幼。女傍レ柱而捕。穿人語レ之莫下不レ為一一之惨一者よ。其隣人婦従レ之遊、制明日何時之悲也。子欲 嫁乎。一昔為レ子求レ偶。漆室女臼麓乎始吾以レ子為レ知、今無レ識母。五日立為一 不レ嫁不一楽市悲哉。五口憂一一魯君老、大子幼一。隣婦笑目、此乃魯大夫之憂、婦人何与罵。漆室女日 不 然 非一 子所一 知也 昔普客舎一一五口家一、繋一一馬圏中一。馬侠馳走、践一一五口葵一、使 一我終歳不一レ食レ葵。隣人女奔一一随一人亡 、其家情一一吾兄一行追レ之 逢レ諜水出溺流雨死 令一一五口終身無一レ兄 五口間関持潤九里、漸榔三百歩。今魯君老惇、太子少愚 愚偽日起。夫魯 存 患者 君臣父子皆被一一其辱一、禍及一 衆庶 。婦 独安所レ避乎。五口甚菱 。子乃日婦人無与者、何哉。 婦謝日 子之所恵、非妾所及。三年魯果乱、費楚攻レ之、魯連有レ冠。男 戦闘、婦人転輸不 得レ、息。君子日、遠突漆室女之忠也。詩一去、知我者講我心憂、不知我者謂我何求。北之謂世田。額臼漆室之女計慮甚妙維魯旦乱愚惇姦生魯果擾乱、費伐其城
情柱部鳴
君老嗣幼
門蒙求和歌の典拠〕
「馬を其内につなぎしに」に注目する。これに該当する部分は、古注には存在しない。新注や、元々の出
典である「古列女伝』には存在する(を施した部分)。該当一部分だけを見 と、それらを参考にしたのではないかとも考えられるが、その他の部分については、むしろ旧住に近いようである(新桟・『古列女缶』に みある「当一一穆公時一」がなかったり、旧注「隣婦臼」に対して新注「隣婦笑
B」とある部分、「隣婦が云く」(内閣文
庫本。他本も概ね同じ)となっているなど)。これら新注や『古列女伝』については、仮に参照していたとしても、部分的に補う形で用いたに過ぎな であろう。
なお、この部分は国会図書館本では「ソノ、ゥチ」であるが、内
閣文意本では「其内」となっている。原文は「繋馬園中」であるから、内閣文庫本の誤りであり、国会図書館本の方がも の形に近いと考えられる。門和歌の異同〕《国会図書館本》
イカニシテモヒシル モ
《山口園書館本》首自
いかにしてのどけきみょにひしるにも
《内閣文庫本》
ありしにもあらぬ扶にあふひ草のちかな
《山口図書館本》二首自
「た」の誤歎
ありしにもあらぬおもとにふ歎
iiiii
かな歎
関けふ鯛幽麟
ノドケキミヨニ
アフヒグサ
ソノカミ山ヲ
ヲ
あふひ
そのかみ出を
おも
むかしをかけて
しのぷ
あふひ草
昔をかけて
忍
〔類歌〕
いかなればその神山 あふひぐさなるらん
Q
新古今和歌集』巻三、夏、
従、八三)
年はふれどもふた葉あふひをよめる、小侍
『堀間百首』では、「葵」題十六首の内十四首までが、詠まれている。一備だけ挙げておく。
おほ空のひかりになびく神山のけふの葵やらん(『堀河百首』夏十五首、葵、一一一五四)
「あふひ」と「たもと」が詠み込まれる例は、管見の畑山り次の一ニ例穆度で、余り例がない。
あふひぐさつみだにいれずゆふだすきかけはなれたるけふの挟は(『和泉式部続集』「みあれの日 葵を人 おこせるに」、一五九)たもとにはなみだをかけてふぢごろも ふひをよそにみるぞかなしき
Q頼輔集』九四)
挟には一課をかけてふぢ衣あふひをよそのる(『宝物集』荊部卿頼輔、三七六)
「神」と共に日かげなる
かざしとぞ見
「のち」と叶むかし」とが対立関係にある歌の例を挙げておく。
あひ見てののちの心にくらぶれば昔は物もおもは、さりけり(「拾遺集』巻十二、恋二、題知らず、権中納言敦忠、七一O)
なお、「あふひいと「のぢ」が共に現れる歌の例は、管見の限り、
例がないようである。「むかしをかけて」の例も、同時代に珍しいものではない。
たちばなの花ちるのきのしのぶぐさむかし 露ぞこぼるる
Q
正治初度百首』権大納言忠良、夏、七二九・『新
古今和歌集』巻三、夏、百首歌泰りし持、憂歌、 割 )ほととぎすむかしをかけて忍べとやおい ねざめにひとこゑぞする(『御室五十首』阿鴎梨顕昭、夏、六一八・『新古
今和歌集』窃出歌、顕昭、
九八一)
門歌意〕《国会園書館本》どのようにすれば穏やかな治世にめぐり会う自が来るのだろう。否、めぐり会う日などやって来ない、(葵草が踏み枯らされた)そのかつての其神山を思い知っているにつけても。《内閣文庫本・山口図書館本》かつてのようにもない訣にめぐり会う日の葵革よ。むかし ことまで懐かしく 出す後の世(山口鴎書館本、今日)であることだなあ。〔考察〕本文については、特に内閣文庫本において、誤等と思われる部分が細かいところでいくつか認められる。しかしそれが、内障文庫本
書写時の誤りによるものな 、そ とも、内関文庫本の祖本で既に存悲していた誤りなのかは 不明であ 。ただ少なくとも、内閣文庫本の誤写が内閣文産本系統全体にわたるも であるとすれば国会図書館本系統 庫 から派生したのではない は、確実ではないかと思われる。そう ないと、闘会図書館本にその誤写が継承されて ないことになり、そ 理由の説 が国難だからである。また、誤りの中には、「里いを「重」に誤るなど、『曲家求』原典を確認して校訂したとは考え た 例も存在するということは、注目しておいてよい あろう。歌に関しては、闘会図書館本と内閣文庫本、山口図書館本とで大
きく異なる。特に内麗文庫本・出口図書舘本のものが難解であるが国会図書館本が「謡やかな治世にめぐり会う日 決してやってこない」とでもいうべき絶望を主題にしているのに対し、・ ・
山口図書館本は、平日に比べ、のち(今日)の治世はかつてのようではない」のような 現在 対する楽天的な肯定が詠われているように思われる。国会図書館本の歌は、確かに説話の内容には合致していると言えるものの、和歌の表現の類型としては、極めて特異なものと位置づけなければならない。「葵」題は 通常、『堀河首首』の「おほ空のひかりになびく神山のけふ 葵や日かげなるらん」歌
みあれ
のように、神の御生 会う、神の心に叶うことを一一一一口祝ぐものとして歌われるからである。国会図書館本の方が説話に近く、内閣文庫本・山口図書館本は和
歌として整っているとまとめることができるであろう。ニ奨会排鶴門本文〕《内障文庫本》
奨会排閤奨会は高帝の忠臣たりき。高帝天下を取て後、病ありて人の多く詣ことを悪みて、独りつかさ人を身にそへ給て 勅を下して門戸を守せて群臣を入られず。焚会よのため此を歎て、をして門戸を開て近くす
Lみ参て、泊を流て諌申て云。君の世を取給
し初より、樋ひ仕 忠ありき。天下既に定りぬ。君の御病を大臣おぢおそれ申。群臣にみえ給ひて共には りごとを廼し給べき処、壱人をのみ近づけて群臣にうとまれ給はん事の心憂く悲也。昔シ藤高がゆくえをば知給ずやと奏する 、公ケ咲て き居ニ此に従ひたまへり。くらかりし鶏に
水鶏(夏部)(第一類本)心のよはも
槙の板一戸を
たたく水
あけにけり
《国会図番館本》(第二類本第一種〉
奨会;排闇水鶏奨金ハ浦国人也。漢高祖ノ忠臣タリキ。位二ツキテ天下ヲトリテ後、病ヒアテ ノ多クマイルオヲトぐメテ、ヒトリノツカヒ人ヲ身ニソへ給ヒキ。勅下シテ門戸ヲマモラセテ群臣ヲ入ラレズ。奨会、世ノタメ此ヲ歎テ、ヲシテ門戸ヲヒ キ 、近クス、ミマイリテ、一課ヲ流テイサメ申シテ一五ク、君ノ世ヲトリタマイシハジメヨリツカヘテ忠アリキ。天下スデニサダマリヌ。君ノ御ヤマヒヲ大臣 ヂヲ レ申ス。群臣ニミへ給テハカ ゴトヲメグラ 給ベキ所ニ、一人 ノミチカヅケテ、群臣ニウ 予レタマハムコトノ心ウクカナシキ也。昔ノ趣高ガ故ヲパシリタマハズヤト奏スルニ ヲホヤケワラヒテヲキヰデ、此 夕、ガヒタ ヒニケリ。
(二十四)
* 6 
「会」に去声点。
《山口図書館本》
奨槍排閤前淡奨噌は柿ー園の人也。漢の高帝の忠臣たりき。高
i帝位につ
きて、天下を取て後、病ありとて、人のおほく参事をにくみて一人のつかさ人を身にそへ給て、勅を下て門戸をまぼらせて群臣をいれられず。機〈檎よのため是を歎 捨て門ー一戸を開て近く進み参て、一課をながして諌申て云。君の世をとり給し始よしたがひっかへて忠ありき。天下すでに定まりぬ。君その締病を大臣をぢおそれ申。群臣にまみえ給 共に謀をめぐらし給べき処に、一人をのみちかづけて、群
i臣にうとまれ給はむ事
〈第三類本)
の心うく悲也。昔趨高かゆくゑをばしり給はずやと奏するに、おほやけわらひでおきゐて、是にしたがひ給にけり。かきくらす
心のやみも
た
L
まきのいた一戸を
あけにけり
くくひなに
門校異〕略した)
(オ・ヲの加など、仮名遣いや送り仮名に関することは省
従 をき 知 三問土 っと 共 随 そ つ 1虫 」岨 帝高 高帝 ナ 文本閣庫内ひ ず シ ひ " か り と シた 居 や 趨 ま lま イ士 給 さ をま 高が 給れ か て て 悪" り みり ゆく lま 、ー・ てん と 第え を
一類
てノ ヲ :/ ゴ臼主 ウ ノ、 ツ ソ ツ ヒ オ 位 漢高祖 人j国甫: 会国ガタ キ リ ノ 予ト マ カ カ '^ カ ト ヲヰ タ 越 '^ 給 ヒ リ ト ツ 重本ヒ ア マ 高ガ レ ゴ ア ヒ ノ 、、、 キ 也タ ノ、 タ ト キ メ ア 。マ ズ 故 ヲ 。 ナア，-、
ヒ ヤ マ
日 、、J 第ケ ノ、
リ ム 類
し おき し 球趨目主 つ 共 し そ ーコ を 位高帝 漢 清国 山fこ 給り と ?こ " 台、 人 の ロが ゐ 高 ま 謀を が 給 さ の く 子高管 喜本ひ て ず か れ ひ て み の給 や ゆ 給 ーコ て 人也く は 七、 ーコき 。けり ゑ む " て て 第
類
笠間釈〕Oオヲトマメテ|ア行のオとワ行のヲとは、少なくとも平安時代末
期には合流して〔
0〕の音になっていたと考えられている。従って
この時代には、本来ワ行のヲで書かねばならないところをア行のオで書いたり、逆にア行のオで書かねばならないところをワ行のヲで書いたり、といった、仮名遣い上の混乱がし しば見られた。ここは、助詞のヲをオと書いた例と考えられる。トドメテの上に尊敬の
ォ
接辞御(表記の上ではヲを用い いる)を付け、それが助詞のヲ(表記の上ではオを用いている)に下接しているのではなかろうか。O
っかさ人|官官のことをいう。観智院本『類東名義抄』(法下、
四十ウ)では、「閤」の文字に対して、「於披於廉二反、オホフ、黄門フサカル、ツカサ人、フクリトリヒク(いずれの訴も声点なしごという注文が付けられている。「閤」は身分の低 役人、特に室官のこ を表すため、「 」もそ よう 解釈される。
(二十五)
円曲家求諸本〕マ国立故宮博物院蔵上巻古紗本
奨会排関辛股引裾
、イイヌホフルヲ事イ
史記、焚会は浦
*7人なり。狗を屠以(て)業(と)為す。高
帯;既(に)天下(を)定(む)。常ニ病ことを甚(し)。人に
ニクキムチウニグンシンヲ
見(ゆるを)悪(みて)禁中臥セリ、戸を者に守す;。群臣をんを無(し)。々々品緯・濯等敢て通ること莫(し) 晴
タツトヲオシヒ夕、ルヒザニ
乃(ち)閣を排(らき)確立に入ル。上ノ一官 ノ膝枕セルヲ見ル。会沸 を 流(して)臼(をさくて始メ陛下毘等
、ィナリオコルトキサカリ
と〔与〕豊・柿 に)起に天下を定たること、何ソ其レ壮
〔世〕。今天下己に定たりテ、又何(そ)億五たる〔也〕。
(判読図難部を書陵部本で祷った)
ナナリ
旦陛下(の)病ること甚(し)。大臣麓恐(す)。臣等を見ず事を計る。独(りて一ノ富者ト〔与〕絶〔乎〕 超高が事品(を)見ず〔不〕ヤ〔乎〕。帝笑て 龍〕起(く)。
* 7 
ママ。欄外に書き入れアリ、「柿」「帝」は行間に記す。この部分の訓読不明。「群臣、
* 8 * 9 * 10 * 11 
」の部分の訓読不明。
* 12 
行間に反切等の注記アリ(省略)
* 13 
「事乎」は行聞に記す。書陵部本 は写されていない。故宮本にはさらに別に行間の書き入れがあるが、判読不能。
マ郡安頃刊五山版
奨噌排鴎誕漢挫〈噌従ニ高祖一既定一一天
i下一。封一一舞
i陽
i侯一。帝
病甚。悪レ見レ人臥一弘一水中一、詔克レ許一 群臣入一。大
i臣緯・濯等
莫ニ敢通一。晴乃掠レ圏直入、見下上枕一二宮
i者一臥上。暗流レ沸
日、陛ー下始与一一臣等一起一 豊・浦一。何其壮也。今天!下巳定、又何鰭也。陛
i下疾甚。不下見一一一位等一計上レ事、顧独与一二宮一絶
乎。独不レ昆通商事 乎。帯笑冊起。
マ国会図醤館蔵大永五年審写本
奨噌排閣辛耽引栂前漢奨晴嵐且浦主人也。以レ屠レ狗為レ業。従一一高祖一定一一天!下一。封一一舞陽ら侯一 帝病甚。悪レ見 人臥一 禁中一、詔 一守レ持者 、元レ許一一群臣入一 大臣緯・濯等莫一 敢通 。櫓乃推一一
i諒闇一直入、見下上枕一二宮者一臥上。槍流レ梯日、題
下始与一一臣等一起一・浦一。何其壮由。今天下巳定、又何鍍也。陛
l下疾
l甚。不下見一一臣等一計上レ事、顧独与一{患者一絶乎。独
不レ見一一越高之事一乎。帝大笑而起。
* * 15 14 
行聞に「高祖故郷也」の書き入れアリ行間に「国名也」の替き入れアリ
マ亀田鵬粛校「旧注豪求」刊本(大永五年審写本にほぼ問、省略)マ細合方明校「韓本豪求」刊本(大永五年書写本にほぼ関、省略)マ林述粛校「合本豪求い刊本(大永五年警写本にほぼ開、省略)マ(護注)徐注本欝求(新釈漢文大系、上巻、ニ 八頁)奨噌排鴎
前漢奨噌捕人。以レ屠レ狗為レ事。従一一嘉祖一定一日天下 、以レ功封一一舞鶴侯一。帝嘗病、悪レ見レ人臥一一極端中 、詔一一一戸者一無レ得レ入一一群臣一。群臣緯・濯等英一一敢入一十余日。晴乃排レ閣直入、大臣随之。上独枕一一二患者一臥 時唱等流レ沸日、始陛下与一回等一起……曲子補一定一一天下 。何其壮也 今天下巳定、又何懲也。且陛下病甚不下見 一臣等 計上レ事、顧独与一 室者一絶乎。旦独不レ見 超高之事一乎。帝笑而起。初帝巳定一 関中 。項王室 怒欲レ攻 之。帝従一一百余続 見一一羽鴻門 亜父活増令 項荘抜レ知舞一欲レ撃レ帝。項伯常扉 一|薮 。噌隠 急 、持レ盾誼入怒甚。事壮レ之、賜以一一居酒鼓 精 噌飲レ酒抜レ餅切レ肉食レ之日、臣死且不 辞山一旦特居酒。帝如レ閥、曙レ晴山山、独騎レ馬。噌等歩従 づ山下一走、返一一覇上軍 是日微 晴幾殆。
マ蒙求抄、巻…一、十五了ウj十六了オ(句読点・濁点は私に施した)
奨槍
l
前漢列十一史記舟五、其時分人ガ犬ヲ食タホドニ、犬ヲ
殺テ売テ食タゾ。師古田、時人食狗亦与羊一本向。故晴専屠以売帝賞。漢書ニハ高帝嘗病。蹄古田鯨布未反之前。史記先賭布カ反スル時高桂嘗病甚。史漢義異。高根ノ人ニミヘタムナガラレタゾ。一戸立ル者一一カマイテ、人バシ入ナト云付ラレタゾ。緯・濯ハ、緯候・瀧嬰由。噌乃排
i
礼記ニハ、トピラヲヒライテ
トヨムゾ。漢事ニハ、タツヲ イタトヨムゾ。姉吉注 宮中ノ北内也一日門扉也檎|史記ニハ 等見上流涙一五之、陛下浦ヨリ立テ天下ヲ定ル時ハサパカリコソ壮ナレ、今天下定タニ伺ゾ其程懲レタルト也。官者 ワカイ ゾ 億カ極也。顧ハ反也。カへツテトヨムゾ。アレラガヤウナ独ノ小若衆ノヤウナ物、ガ為ニ我等ガ中ヲタガワレウヤト云ゾ。疾甚 下 史記大臣震ニ恐ノ匝字アリ。又一五見奉 パ御病ハ大事テ御座アルガ、天下ノ事ヲモ我ラドモトハ計ラハイデ、ノケ レテ、一人ノ官者ノ数ナラヌモ ト御ハカライアツテ、反テ命ヲ絶セン ト云也旦独不見
i
超高ガ始皇ノ死時ニ、遺言ヂヤト云テ、太子扶蘇ヲ殺シ
テ胡亥ヲ立タゾ。始皇ノソパヘモ人ヲヨセイデ、此 ウナ不忠義ナ事ヲシ出タ也。趨高之事、注ニ、師古田謂始皇崩超高矯為詔命殺扶蘇而立鵠亥。超高之事見子史記李斯列伝二十七 (後略)
マ文禄五年刊「徐状元捧註蒙求い(護注本にほぼ問、省略)門蒙求の出典〕
「漢書』巻四十
、「奨蕗藤濯伝斬周伝第十こ
奨時噌ハ浦人也。以テレ屠ルヲレ狗ヲ為スレ事ト
0
〔陣古田、時人食フコトレ
狗ヲ亦興一一羊一本一同ジ。故ニ晴専ラ屠リ以テ売〕(中略)先ニ撒布ガ反セシ時ョリ高帝嘗病ミヌ
o
悪ムレ見ルコトヲレ人ヲ
o臥ニセリ禁中三。詔一一ラク一戸
者一ニ無シムレ得コトレ入ニルコトヲ群臣一ヲ。群臣鋒・濯等莫一一コト敢テ入一コト十余日。噌廼排シヒラヒテレ鴎ヲ直チニ入。(師古田、障ハ宮中/小門也。一臼ハク聞け際世。音土日何度〕大臣随レ之ニ。上濁ヮ枕一一シテ一ノ富者一ニ臥セリ
o噌等見レ上ヲ流テレ沸ヲ日、始メ陛下輿ニ距等一起テ豊浦-一定一一メリ
天下一ヲ
O
何ソ其ノ社也。今天下巳ニ定レワ
o
又何ソ億レタル也〔締古
日、鑑ハ力極也。音蒲奔反〕。且陛下病甚シ 大臣震ヒ恐ヅ
o
不下
見ニテ臣等一ヲ計上レ事ヲ、顧問ア濁リ輿一一二臣者一絶ュル乎。且艶下濁不ャレ見ニ超高之事 乎〔師古日、謂下
7始皇崩、趨高矯リテ為一一シ詔
命一ヲ、殺一一シ扶蘇一ヲ而立ッルヲ中胡亥上ヲ〕。高帝笑ヒ寵起ク
0(
後略)
(ニ十七)
吋史記』巻九十五、「奨態様瀧列伝第三十五」舞陽侯奨噌者補人也。以テレ屠ルヲレ狗ヲ為シレ事ト、与一一高祖 ト倶穏ル
O(
中略)先ニ撒布ガ皮セシ時、吉岡祖嘗病甚シ
O
悪ムレ見ルコトヲレ
人ヲ。臥一一セリ禁中三。詔一一シ戸者三無シムレ得コトレ入一一ルコトヲ群臣 ヲ
O
群臣緯・濯等莫一一コト敢テ入 コト十余 。噌乃排シヒラヒテレ題ヲ直チニ入。大 随レ之さ上濁リ枕一一シテ ノ富者一ニ凱セリ
o噌等見レ上ヲ流テレ
梯ヲ目、始メ陛下興一 臣等一起テ豊浦
ω一定ニメリ天下一ヲ
O何ソ其ノ枇也。
今天下己申一定レリ
o又何ソ億レタル也。立陛下病甚シ。大臣震と恐ヅ
O
不下見一一テ臣等一ヲ計上レ事ヲ、顧テ濁リ輿一二{臣 絶ュ 乎。且陛下濁不ャレ 趨高之事一ヲ乎 高帝笑ヒ而 ク
O(
後略)
門蒙求和歌の典拠〕国会図書館本冒頭の「焚会ハ浦国人也」に注目する。
現存する古住系諸本の中で、これの典拠となりうる記述を持ち、
かっ史実としては「柿国人」であるべきところを、「柿」を誤って「浦」に作るのは、故宮博物院蔵本(と、それを転写した書綾部本)のみである。加えて、故宮 には 「浦」に対 てハイと振り仮名が撮られている。「浦」にはハイという読み方はないため、故宮博物院蔵本の誤写と断じ よい。欄外に「補いという書き入れはあるが、いつごろ書かれたものかは不明であり、『蒙求和歌』の作者や、いずれかの伝本の書写者がこれを見ていたとい 保証はない。いずれにしても、国会関 舘本『蒙求和歌』は故宮域内物混蔵本『曲家求』の本文と関わりが深い ではないかと、まずは考えられ 。しかし、真福寺本などは当該個所が存在し ために比較ができず、そのような加の本と関わりがあった可能性もある。また、内閣文庫本「君の御病を大臣おぢおそれ申」に在日する。これは「大臣震恐」に対応するものと思われるが、この「大臣震
恐」の四文字を持つのは、現存する古註系諸本の中では、故官補荷物院蔵本(と、それを転写した番陵部本)だけである。宗家求抄』には「疾甚ノ下ニ史記大臣震ニ恐ノ四字アリ」と る め、逆に『蒙求抄』の参照していた『蒙求』に 、こ 四字 なかったことが知られる。もちろん、「漢書』『史記』にはこの四字が存在すそれ を参照したとも考えられるが、少なくとも、故宮博物院蔵本との関わり 否定する材料は容在しないとき口ってよいで ろう。〔和歌の異同〕《内調文庫本》
くらかりし
心のよはも
槙の板一戸を
'-e-
‘，、
Lkn
JjJj/
、
JH
吋
あけにけり
鶏に
《山口図書館本》
かきくらす心のやみも
まきののいた戸を
あけにけり
た、
くくひなに
門類歌〕
かきくらす心のやみに迷ひにき夢うつつとは世人さだめよ(吋古今和歌集』巻十三、恋一一寸業平朝臣、六回六)くひなだにたた おとせばまき とを心やりにもあけてみてまし
Q和泉式部集』、コ」むとたのめて、みえずなりに
ける、つとめて」、七九八)
*「心のよは」という表現は、他に類例がみられない。の板戸をたたく水鶏いは、平凡な類型表現と思しい。
方、「槙
〔歌意〕《内擦文庫本・山口図書館本》暗かった心の夜間も(山臼悶書館本、真っ暗な心の関も)明けたことだ。横の板戸を叩くような水鶏の鳴き声にその戸を開けるように。
(ニ十八)
門考察〕校異から、検討したいこ古が二つある。一つめ。国会関書館本の「ツカヒ人」が、内閣文庫本・山口図書
館本では「っかさ人」となっている。門部開釈〕に示したように、「っかさ人いは富官のことである。従って、内閣文庫本・山口図書館本の方が原典に近いことになる。そこから国会図書館本 内器文庫本との先後関係を考えると、も 内閣文庫本のような っかさ」という形であったものが、に写し誤られた、という可能
ツカヒ
「サ」は、「ヒ」によく似た字体
(故宮博物院蔵本にもその字体が見られる。
『曲家求古註集成』上巻第二五頁最終行など)。築島裕氏が次のように述べられているのを、参考として示しておきたい
「博士家系の訓点本の仮名字体で、在意されるのは、寧ろ、十一世紀頃の字体が、議か後代にまで伝えられていったという事実であろう。(図版省略)右の諸字体は、平安後半期の漢籍点本に常用される字体だが、一般の仏書の点本では、鎌倉時代以後には、多くは影を潜めてしまった。それが、漢籍の世界にだけは、脈々として伝承され、近くは明治にまで及んでいる。(中略)こ ように、漢籍の世界だけに古体の仮名が残ったのは、間じ漢籍の世界でヲコト点が永く伝えられたのと、同一の理由 よるものであろう。(中略)仮名字体も この伝統性の中 、古形を伝えたと考えられる」(『日本語の世界仮名』、中央公論社、郎
mj
なお、
註がある。であったためである
この時代のカタカナの
5 
逆に、もと国会図書館本のように「ツカヒ」
が、原典との対照から、「っかさ」へと改訂された可能性は考えにくい。『蒙求』原本を、文字に忠実に和語化する限り、「ツカヒ という形は発生しにくいからである。時様に、「っかさ」から「ツカヒ」への改変が意悶的な改訂の結果である可能性も、高くないと言ってよいであろう。
つめ。
であったもの
国会医書館本に「超高ガ故」とある部分は、内閣文庫本
では「趨高がゆくえいとなっている。「故」は故事のことであろうが、もしもこの文字がもともと漢字で書 れていたならば、「ゆくえ」と誤写されることは考 にくい。仮名で書 れていたのならば当然誤写の可能性は考えられる。逆に、も もとが「ゆくえ」とい
う形であったのならば、改訂によって「故」になったとも、「くいの見落としのために写し誤られたとも、いずれにも考えられる。しかし、出典である蒙求 字面「独不レ見ニ趨高事一乎」(応安刊五出版による)に則 て考える もともと「ゆくえ と作 ていたとは考えにくいの はないかとも思われる。なお、この「故」は、もと「コト」と訴まれていた可能性がある。観智院本吋類東名義抄』には、「故」(僧中二十九オ)に「コト
J
(声点アリ) いう訓が附されているためである。勿論これは一つの可能性に過ぎないが、仮 これが真実であったとすると、「故」という表記で「コト」と訓む本文がもっとも古く、次いで「ゆえ」(この形の本文は存在しないが)、「ゆくえいという順序で変化していったのではないかと考えられる。三部隆瞬書門本文〕《内閣文庫本》
都峰瞬書郁権、文道に賢して、法く学び深く借れりし人也。七月七日七夕祭に世の人、文を聴けり。文章を得んが為なり。時、都降、庭に仰ぎ伏して、腹を聴けり、人、其故を問ひければ、吾が腹の内なる文を七夕にかすなりとぞ答へける七夕に身をぞかすべきほかにはふみの
(ニ十九)
七夕(秋部)(第一類本)
心より
あらばこ
そあらめ
《国会図書館本》(第一一類本第一種)
部隆蹴明書七夕
都隆文道ニカシコクシテヒロクマナゼフカクサトレリシ人也。七月七日ニタナパタマツリニヨ人フミ・サラシケリ。文章ヲエムムガタメナリ。時都経ハ庭ニアキフシテ腹ヲサラシケリ。其故ヲ問ヒケレバ、我腹ノ内ナルフミヲタナバタニカスナリトゾコタエケリ。タナパタ
心ヨリ
アラ
ミヲゾカスベキ
ホカニハフミノ
パコソアラメ
《山口図番館本》(第一一一類本)
役鋭部隆一瞬書私云鵡隆字ハ仕治也非提出九州都隆、文道に賢にして、広く学び深くさとりし人なり、
サラ
七月七日たなばた祭に鈴人蓄を嘘しけり。文章をえんがためな
アフギ
り。時に都隆、庭に侮伏ふして、腹を晒しけり。人、其ゆへを開ければ、我腹の中なる書をたなばたに借なりとぞ一言ける。七夕に身をぞかすべきほか はふみのばこそあらめ
こころよれノ
あら
門校異〕略した)
(オ・ヲの別など、仮名遣いや送り仮名に関することは省
人 仰ぎ i立 ，れIヨ1口玉 賢 文庫本内閣の し伏 人 り てし し
て
第
一類
空 ア ヨ サ カ 悶
自 キ 人 ト ン iコ2LZ 
フ レ コ
喜本シ リ クT :/ ソプア
第
類
人 伏: 鈴人 さ 賢 山ふギ と 口り し
草木し し てて
第
類
答へける
コタエケリ
一一活ける
門語釈〕O文章を得ん日本国語大辞典「得る」の項には、「物事に長じる。
得意とする。すぐれる」とあり、古今仮名序の「これかれ、えたる所、えぬ所、たがひになむある」を挙げている。今 倒的の場合は、文章の上達することを言うのであろう。日本古典文学大辞典「七夕」
きっこうてん
の項には、「我が国でも乞巧崎県の儀は裁縫・書・詩歌・音楽などの上達を掛る行事として平安中期から末期にかけて盛んに行われたい
きっこうてん
とある。乞巧襲 犠というのは、現在の七夕の行事のもととなっもので、中盤から自本に輸入され、奈良時代以来行われていた いう。文章の することを願う者は、庭に書をさらしたのであろう。なお『審文類莱』には、「握寒四民月令 七月七日、曝経書 設酒蹄時果、散粉於建上、祈請於河鼓織女」云々 ある。O
七夕にかすなり|山口図書館本では「借」とあり、貸借関係が逆
転しているように見えるが これは 措」の文字をカスと読 である。『観智院本類東名義抄』(錦上十一一一ウ)には、「借〔子亦子夜
カルトフ/タトヒ和音ソ〕」とある。
(三十)
反
ムカシクス
門家求諸本〕マ国立故宮博物院蔵上巻古紗本〈判読困難部を世帯陵部本で補った)
世説に都龍、宇佐主治品、七月七日に話中ぉ人皆衣書を瞬。降乃(ち)中庭に〔於)日に向(かふ)中仰て品臥。人、
サラス
其ノ故を問(ふ)。答(て)臼(く)、我、腹の中の書を一瞬なり〔也)。
* 16 
明確に「佐」と読める。また、右肩に閤点があり、去声と示されている。「佼」は上声、「佐」は去声であり、やはり「佐」のようだ。
* 17 
左傍に書き入れあるも、判読できず。
* 18 
「日中」は行間に補入ヲコト点の「て」と仮名のテが重複する。
* 19 
マ応安頃刊五山版
部経一瞬書ゐ〔世説、都隆七月七日、人皆一瞬衣堆ヲ、隆於一一庭中一向レ日仰テ臥ス
o
関レ之。答日、我一瞬一一腹中ノ書ヲ一耳ミ
0〕
* 20 
機外に書き入れアリ、「字佐理」
マ国会関書館蔵大永五年審写本
サラ
船底総書〔世説ニ、都蜂字ハ佐理、七月七日ニ、人皆醸ス一一衣書ヲ 、蜂於テ一一中庭ニ一向テレ日ニ仰テ臥ス
O人間フニ其ノ故ヲ一。答テ日、我ハ
曜ス一一麗中ノ書ヲ一耳意。〕限衣替為祈才也
マ亀田鵬粛校「旧注豪求」刊本
カクサイ都隆曜書世説。都隆宇佐理、七月七日、人皆轄衣書、隆於中庭向日仰臥。人間其故。答日、我購腹中書。〔出世説排調篇、文少不問、古本字本、佐理作仕治誤 世説注引徳西寮属名目隆字佐治、旧注作佐理者、亦避古田宗誇也、朝鮮本中庭作庭中〕
マ細合方明校「韓本蒙求」刊本(五山版にほぼ関)
世説-一、都隆七月七丘、人皆曜一一衣維ヲ 、降於 一 中 テレ日ニ仰臥ス
O
人間レ之ヲ
o答日、我騒一一腹中ノ書ヲ一耳。
マ林述欝校「吉本豪求」刊本(五山版にほぼ問)
世説部隆七月七日、人皆礎衣番惟、経於庭中向日仰臥。人間之。答目、我躍腹中書耳。
マ〈護注)徐注本繋求(新釈漢文大系、上巻、ニ六回真)
七二部隆轄番世説、都隆七月七日、出二日中一仰臥 人間一一其故一。日、我犠一腹中審也。
マ文禄五年刊「徐状元祷註蒙求」(筆注本に抵ぽ閥、省略)マ撃求抄、巻ニ、十七丁ウ(句読点・濁点は私に施した)都陵|世説排調篇、字仕治、別無義。
(三十一)
門曲家求の出典〕『世説新語』「排調第二十五」
郷隆七月七百、出二日中一仰獄。人間二其故一 答目、我一瞬レ書
『饗文類東』「巻四歳時中七月七百」
世説日都隆七月七日 見隣人皆曝曜衣物。経乃仰臥出腹一五栖書。
〔曲家求和歌の典拠〕内閣文庫本、国会図書館本、山口図書館本を通じ、大きな異同はなL
。
国会図書館本の鋳線を施した部分、「文道ニカシコクシテヒロクマナピフカクサトレリシ人也」「文章ヲエムガタメナリ。」「腹ヲサラシケリ。」「タナバタニカスナリ」は、「蒙求』本文にも、『世説新
一語』にも、該当する部分が帯在しない。
このうち、前三つ(「文道}ご「文章ヲ」「腹ヲ」)については、そ
の前後の部分の説明になっている。たとえば、「文道ニカシコクシテ・:人世」であれば 前の「都隆」に対する注釈のような位置づけにあり、これがなくても要旨に大きな違いは生じ
一方、最後の「タナパタニカスナリ」は、それらとはやや異なっ
ている。『曲家求』原文は、たとえば故宮本で言えば、「我、腹 中の
サラス
書を畷なり」というものであり、世人が実物の本を躍 、すなわち虫干ししようとする に対し、部経は 自分の腹の中の書物をタナパタ(棚機姫のことであろう)にカス というのである。この間題については、カス 語義を含め、 もう一度考える。門和歌の異同〕校異は特になし。門類歌〕
さらせるぬのを
ewF4J4e
甲ザ」
ふJJJphJJyv
け
ふ
わが心とや
ぬしなくてはかさまし(「古今和歌集』雑歌上、九七「朱雀院の帝、布引の滝御覧ぜむとて七月の七日の自おはしまして、ありける時に、侍ふ人人に歌よませ給ひけるによめる」嬬長盛)あふ事はたなばたつめにかしつれど渡らまほしき(吋栄華物語』巻第三十四「暮まつ昼、四七一)七夕に心はかすと忠 ねど暮れゆく空は(『古来風琳抄」五回二)
鵠の橋
うれしかりけり
門歌意〕織女に身体を供えることにしよう。心の外に書物があるのならばいいのだけれど。(心の外に書物はないので、身体を供え物にするしかな )門豆4いくつかの注釈書において、「かすいは「供える」の意と解説さ
れている(小学館日本古典文学全集の『古今和歌集』や、岩波書店新日本古典文学大系の『拾遺和歌集』など)。辞 の類(日本国語大辞典・角川古語大辞典)にはそのような記述はないが、次のような歌の意味から考えて、妥当と認めるべきであろう。
たなばたにかしつる糸のうちはへて年の緒ながく恋ひやわ らむ(『古今和歌集』秋歌上、一八
O
「七日の日の夜よ
める」凡河内部恒)秋くれど色もかはらぬ常磐山よそのもみぢを風ぞかしける(『古今和歌集』賀歌、三六一一)
ただし、三六一一番歌については、一般に用いられている「貸す」の意かも知れない。『後拾遺和歌集』一二
O
五番歌「君がかすよるの衣をたなばたは
かへしゃしつるひるくさしとて」の『新大系」控に、「七月七 二塁に衣を貸すと称して手向する風習があった。「七夕 貸せる衣露けさ あかぬけしきを空に知るかな(堀河百首・七夕・源国信)」「七夕に挽ぎて貸しつる花染めの衣は露に返すなりけり(続詞花・秋上・平実重ごなどの例がある」とあ が、先に挙げたように、供えるのは衣に限ら い。
散文でも例を探してみたが、現在のところ見つからない。
七夕以
外でこの「かす」という言葉を使って供える意を表す例も、現在調査中である(吉今集一一一六二は、先述の通り、一般的な意味での「貸す」の意かもしれないという開題がある)。
いずれにしても、七夕に何かを「貸す」と表現するのは、和文脈
(和歌)においてはかなり定型的な発想であったようだ。後の時代のものになるが、吋藻塩草』(古活字版)にも「七夕にぬきてかしつるから衣」(巻二、十五ウ)とある。
「蒙求和歌』としての問題は、話として単純である上、伝本間の
異同が殆どない で、特別に譲り上げ に値するものはない。に貸す、という和歌的な表現(発想ではなく、言葉遣 )が、説話の方 流れ込んでいる、という点は他にあまり例がなく、今後注意深く観察して行く必要がある 思われ 。歌題と説話との関係は明白であり、今のところ、べきことはない。
取り立てて論ず
季倫錦障
〔本文〕《内閣文意本》
季倫錦障季倫は石山宗が字なり、家寝み宝に農なりけり、時に王舗と云ふ物、紫の歩障つくる事、四十里につづきける、みる人、目を驚かしけり、 、錦歩障をつくること五十里におよべり、彼に
問
萩(秩部)(第一類本)
敵しけりむさしのは
萩のにしきを
し
みぬまにぞ
わかむらさきに
かじとおもひ
《盟会図書館本》〈第二類本第一種)季倫錦障萩晋代人
普季倫ハ石崇カ字也。家トミ財ニユタカナリケリ。時王憧ヵィト云人ムラサキノ歩障ヲツクルコト四十里ニッ、キケリ。ミル人メヲトロカシケリ。季倫錦歩障ヲツクルコト五十里ニヲヨへリ。カレニ敵シケリ。ムサシノハハキノニシキヲシカジトハミシ
マゾ
オラヌマゾ
ワカムラサキニ
《山口図書館本》(第三類本)喜季倫錦障晋代人
季倫は石山田市の字也。家とみ財に豊なりけり。時に王慢と一五人、紫終布紫の歩樟をつくる事、四十患につづきけり。みる人、践をおとろかしけり。季倫、錦の歩障をつくる事五十里にをよべり。かれに敵しけり。むさしのは萩のにしきをかじとは見し
おらぬまぞ
わかむらさきに
し
門校異〕略した)
(オ・ヲの別など、仮名遣いや送り仮名に関することは省
驚 物
tJ、
し
~:t 
り
第
一類
ト 人 会量館本国ロカ:/ 
ケ
リ
第
類
お 人 山
と 口
ろ 書図本七、し
けり
第
類
〔曲家求諸本〕
マ故宮本・真議寺本ともに該当部分ナシ。マ応安填刊五出版
季倫錦欝〔(晋)石山宗字季倫、性豪華ナリ
o王慢ト作スコトニ紫ノ締/
歩障ヲ一四十盟、山由市作一一錦ノ歩諦ヲ一五十里。(詳見千字文
A)
世禄
作当註〕
* 21 
吋千字文』世禄移富、車駕肥担軽
(m-m)
の李控にある。小川環
樹・木田章義注解吋千字文』(岩波書店)の控には、「吋西京雑記』とあるが、該当する話はない。おそらく吋世説新語』の誤りであろう。吋世説新語』汰修篇に、ここに出てくる逸話が少呉 あるが、載っている。ただし、主人公は玉柏俄であったり王済であったりする」とある(文庫版制頁)。
マ盟会関番館蔵大永五年審写本
季倫る錦欝晋る石山宗字ハ季倫、性ハ豪
A華ナワ
o-
一有
J一王
憧ト一言/一作ス一一紫総ノ歩障るヲ四十里二。山中市 ス一一錦歩障ヲ五十恩ニ…也。帝賜 一慢ニ珊瑚樹宇部/高サ二尺計
j
。憧以テ示スレ崇。々以テニ
鉄如意ヲ一砕クレ之。慢怒ル
o崇乃命シテニ左右-一一悉クニ取ル一一其ノ家ノ
珊瑚ノ高サ三四尺ナル者ノ六七株ヲ一。如ニレ慌ヵ比スル者ノ甚タ衆シ
O
組出
キヨウ抗告然トシテ自失ス也。
* 22 
左傍に「富家也」と住記あり。
* 23 
書き入れあり、「武帝ナリ」
* 24 
番き入れあり、「千人勝也」
* 25 
繍外に書き入れアリ、「紫糸テハリタ扉風也/錦テハリタル扉風也」
* 26 
左傍に「海中樹也」と注記あり。
* 27 
左傍に「ヲトロク克ナリ」と注記あり。
マ亀田鵬矯校「間一定繋求」刊本
季倫錦障普石崇字季倫、性豪華。王慢作紫総歩障四十里、山中制作げ錦歩障五十里品也。帝賜憧珊瑚樹高二尺計。龍以一市祭。崇以鉄知意砕之。龍怒。崇乃命左右悉取其家珊瑚高三四尺者六七一株如憧比者官官衆 憧悦然自失
* 28 
欄外に書き入れアリ、「補注五十里下有以敵之/一一一字
蒙求和歌似
接之」
マ細合方明校「韓本繋求」刊本(五山版にほぼ開〉
晋ノ石山中郡宇ハ季論、性豪華。王慢作一一紫締ノ歩障四十盟ナル
j
、山中耕
作一一錦/歩障五十里ナルヲ一。ゐ口口口口口口口口口口
(三十四)
* 29 
十文字分の口がある。この説話の本文は五山版に酷似するが、その五山版ではここに「詳見千字文世禄作当註」の十文字が存在している。
マ林述粛校「古本叢求」刊本(五山版にほぼ間)
普石崇字季倫、性豪華。玉憧作紫総歩障問 盟、山宗作錦歩障五十里。
マ(護注)徐注本蒙求〈新釈漢文大系、下巻、
三四七季倫錦障
五七
O
貰)
晋書、石山口市字季倫。父葱位査一一一時徒一。臨終分財物与諸子。独不及崇。其母以為品一一口 葱日、此見離小、後自能得。為荊州刺史、劫遠使商客致寝不賞。後拝議尉。財産量讃、窓{予宏麗、後一房百数。皆曳紘鏡、現金翠、総竹尽当時之選、庖膳窮水陸之珍、与貴戚王慢・羊誘之徒以審藤相尚。憧以飴襖釜 崇以蝋代薪。憧作紫
ω綿布歩障問十里、山中市作錦歩陣五十里、以敵之。崇塗屋以根、
慣用赤石脂。武帝毎助憧 営回 璃瑚檎賜之。高二尺許 枝栴扶疏、世所牢比。船田以一市山宗。山担割以鉄如意撃砕。慌声色方属。崇日、不足多懐。今還卿。乃命左右、悉取珊瑚樹。有高 一一四尺者六七株。候幹絶俗、光彩耀日、如憧比者甚衆。憧憤然自失
マ文禄五年刊「徐状一見補註豪求」(護注本にほぼ関、雀略)マ豪求抄、巻五、五十一一一丁ウ
j
五十四丁オ(句読点・濁点は私に施
した)
季倫
i
後一身ハ女房達ヲ云ゾ。金翠ハ翠麹金爵ナト二五物カ締
竹モヨキヲ選シテサスルゾ。審藤ハヲコル心マデゾ 紫締|ハムラサキノ糸デ織夕焼風ゾ。板ハ香シイ物也。香ノ類ゾ。上古ハ香ガナウテ淑ヲ本ニタク迎。秦ノ時モサアルヤラ阿一局官賦ニ畑斜ニ霧ノ横ルハ撒〈梅蘭トカイタ 一杏ヲタクトハ書イテ妙ゾ。白菜也。温薬也。又ハ温柔ナガラ壁ヲヌルトモ云ゾ。赤石脂トハ書具ニスル物也。扶疎 茂克也。山谷詩小竹扶疎大竹枯トゾ。扶疎ト云ハシゲルト云ゾ。畳詞ヂャ程ニ字ノ義 有マ ゾ鉄如意ハ漢音ニコソヨ 。声色
i
腹立ノ体カ宥ゾ。悉取
璃
i
波ガ零落珊瑚社季倫ト作ハ是ヲ云タゾ。憤然ハヲドロク貌
ゾ。自失ハキエウセテ我身モナイ様ナリ。心ナラヌゾ サテモ
サテモト云心ゾ。自笑ト有本アリ。是ハザウサモナイゾ。
【曲家求の出典〕『世説新語』汰修第三十
あたた
王君夫以一一一粕繍一襖レ袋、石季論用ニ蝋燭一作レ炊 君夫作一一紫総
ヘキワョウリ
布歩障碧綾裏四十里一、石索作一一錦歩障五十里一以敵レ之。在以レ椴為レ泥、五以ニ赤石脂一斑レ壁。
豆長己列伝第三(巻三十三)石直
(前略)憧以レ粕襖レ釜ヲ、崇以レ蝋レ代薪。憧作一一紫綿布ノ歩障四十里一、崇作一一錦歩障五十里 、以散 之 山京塗レ屋以レ椴ヲ、憧用
7一一赤石脂一。(以下略)
門曲家求和歌の典拠〕内閣文庫本、開会図書館本、山口図書館本を通じ、大きな異陪は
ない。「家富み宝に農なりけり」に法目すると、大永五年書写本に、「石山宗」の左傍に「富家也」という注記があ ことが注目される。また みる人、自を驚かしけり についても、出てくる位置こそ異なるものの、(「悦然」 対 て)「ヲトロク克ナリ」 いう 記がある。ただし、これを以て大永五年寄写本 の関係を云々するには、証拠が不足している。またいずれもが注記における一致で ことは注意を要す 。大永五年書写本が校合などに使用した本が 豆探求和歌』に関係 であったかもし ない、ということである。
また、亀田本には「補強五十里下有以敵之/三宇蒙求和歌似援
之」という書き入れ あ 「彼に敵しけり という記述 ついて述べたものであろう。確かに古註『曲家求』では、いずれの伝本においても、「以敵之」の三字は見られない。しか 『世説新語』・豆日
(三十五)
に遡ってみると、いずれにもこの語が現れる。書のうち
いずれが近いかということになると、「世説新語』では「紫綿布歩障碧綾裏四十里」とするところ、『蒙求和歌』、および現存の『蒙求』伝本ではいずれも「紫綿布歩諦四十里」のように、「碧綾裏」を含まない。これは、豆皐官』の「紫締布歩障四十里」 より近い内容であると言える。なお、新注の本文も の吋亜日書」の記述にほぼ完全に一致する 従って 新注を参照した可能性は依然として残るものの、『盟問事者』そのものを参照した可能性も否定できないということになる。
その一
門和歌の異同〕《内閣文庫本》
むさしのはかじとおもひし
萩のにしきを
みぬまにぞ
わかむらさきに
し
《国会図書館本》
ムサシノハハキノニシキヲシカジトハミシ
《出口圏書館本》
むさしのは萩のにしきをかじとは見し
マゾ
オラヌマゾ
ワカムラサキ
おらぬまぞ
わかむらさきに
し
門類歌〕
秋の野の萩の錦 女部花立ちま りつつおれるなりけり(『貫之集』巻四、「人人秋の野にあそぶ」四六四)あきのの はぎのにしきをふるさとにしかのねながらうつしてしがな(『和漢朗詠集』巻上秋、「萩」、一八五、元輔)
紫のひともとゆゑにむさしののぞ見る(『古今集』雑歌上、八六七)武蔵野は袖 つばかりわけしかどわか紫はにき
Q後撲集』雑二、一一七七、よみ人しらず)
武蔵野と萩を詠み込んだ歌は、蒙求和歌までは慨が少ない(管見の限り、『能宣集』(大中臣能宣)・『好忠集』(曾播好忠)・『千五百番歌合』・辺地仁三年影供歌合』の四例のみ)。その後の時代を含めても、二十例を下回る。萩と紫とをともに詠む歌も数少ない。
革はみながら
あはれと
たづねわび
門歌意〕《国会菌書館本》《山口国書館本》武蔵野は、錦を織るように萩が咲き並ぶ前までの間は、若紫に及ぶものはない、とは見た。(あたかも、季倫の錦の五十患の歩障が織られる前までの問、王慢の紫の四十単の歩障に及ぶも はない、と見ていたように)《内閣文産本》武蔵野は、錦のような萩を見ない聞は、若紫に及ぶものはない、と思った。(あたか 季倫の錦の五十里 歩揮を見る前までの問、主組問の紫の四十患の歩障に及ぶものはな 、と思っていたように)門考察〕「萩」の歌題に対して「季倫錦障」の説話が選ばれたのは、萩ー
錦の連想によると考えるのが妥当であろう。そしてそ 説話中に「紫」が登場するために、歌 も紫が詠み込まれる。武蔵野は、紫からの発想であろう。歌の意に難解なところはなく、問題になる部分も見あたらない。校異の「みぬま ぞ」(内障文輝本@山口図書
館本)と「オラヌマゾ」(国会図書館本)については、どのような意図によるものか明らかでない。が、「錦」に対する語としては、「見る」よりも「織る」が優れて るのではないかと思う。〈引用文献〉本文に明示したものの他、出血(は次の資料に基づく。吋曲家求和歌』・:国会国書館本は『附音増広古注蒙求/蒙求和歌
陸立国会図書
館議本影印』(中文出絞社、
一九七三)、内閣文庫本・山口図書館本は紙焼
き写真による。
『蒙求』:・古註は『蒙求古註集成
上・中・下・別巻』(油田利夫編、汲古書
続
[寸ul-­J，ノF
ノ
F
〆
t
九九
O)
、新注は『新釈漢文大系
蒙求
上・下』(早川
光三郎、明治書院、
一九七一一
才一代実録』・:「新訂増補国史大系(普及版)
前篇・後篇』(黒板勝美・醤
史大系編修舎編 古川弘文館、
九八三)
『源氏物語』・:吋臼木古典文学金集
源氏物語
(1)j(6)
』(阿部秋生・秋
出度・今井掠衛、小学館
一九七
Oi
九七六)
謡曲吋頼政』・:吋日本古典文学金集
謡曲集
(1)
』(小山弘志・佐藤喜久雄・
佐藤健
郎、小学館、
一九七一一一)
清少納言枕草子:・『臼本吉典文学金集
枕草子』(松撞聴・永弁和子、小学館、
一九七部)
その他の和歌からの引用は、吋新編国歌大観』〈「新編国歌大観」編集委員会、
角川書店、
一九八三
i
九九一一)による
吋曲家求抄』・:『抄物資料集成
第六巻
毛詩抄・蒙求抄』(岡見正雄・大塚光
信編、清文堂、
一九七
、、_/
『古烈女倍』・:吋西部叢刊初編縮本
15 
史
部
汲家周書・闘語・戟闘策校法・
曇子春秋・古列女侍』(肇潜商務印書館(上海酪務印書館縮印本)、
一九七
五)
『漢書』:・吋和刻本正史『史記』:・吋和刻本正史『翠文類東 ・:『義文類猿
漢書』(長津規矩也編、汲古書院、史記』(長津規矩也編、汲古書説、
一九七二)一九七二)
院
九七五
1
一九七八)
吋世説新一品店:・吋新釈漢文大系
世説新語
一j四』(庄紹極校、上海古籍出版社、
(自加問誠、明治書
『週早芝・:『和刻本正史
上
中
晋書』(長穣規矩也編、汲古書院、
(った
きょゆき
一九八二)
九
七
'-' 
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